
　

米
国
の
社
会
学
者
マ
ー
チ
ン・

ト
ロ
ウ
の
著
書
『
高
学
歴
社
会
の
大
学
』（
１
９
７
６
年
）
に
、

「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
、
高
等
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
方
向
に
動
き
つ
つ
あ
る
と
す
れ
ば

―
そ
れ

は
私
に
は
明
確
な
方
向
だ
と
思
わ
れ
る
の
だ
が

―
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
体
制
の
構
造
的
形
態
お

よ
び
こ
れ
を
構
成
し
て
い
る
高
等
教
育
機
関
の
一
部
は
、
や
が
て
教
育
や
訓
練
や
資
格
を
求
め
て
大

学
に
や
っ
て
く
る
、
従
来
よ
り
は
る
か
に
多
数
に
し
て
、
は
る
か
に
多
彩
な
学
生
た
ち
に
対
応
し
う

る
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
か
ら
、
40
年
近
く
が
経
過
し
た
。「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
化
」
は
、
日
本
に
お
い
て
も
大
学
の
現
状
を
語
る
言
葉
と
し
て
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
学
生
の
構
成
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
彼
の
「
予
言
」
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。

　

ト
ロ
ウ
は
「
多
彩
」
な
学
生
の
例
の
一
つ
と
し
て
、「
過
去
に
お
い
て
は
大
学
に
進
学
す
る
野
心
を

も
ち
え
ず
、
ま
た
も
っ
て
い
て
も
そ
れ
を
実
現
す
る
に
必
要
な
資
源
を
も
た
な
か
っ
た
貧
し
く
文
化

的
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
び
と
」
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
見
事
に
「
的
中
」
し
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
一
方
で
、
高
等
教
育
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
社
会
人
、
子
ど
も
が
学
校
に
通
う
年
頃
に
な
っ

た
主
婦
、
自
分
の
仕
事
や
技
術
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
る
人
、
早
期
に
引
退
し
た
人
を
挙
げ
て
、�

「〝
拡
張
さ
れ
た
高
等
教
育
〟
の
ま
す
ま
す
有
望
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
構
成
す
る
」
と
記
し
て
い
る
。
現

特 集

わ
が
国
に
お
け
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」

―
社
会
人
学
生
の
現
在
地
か
ら
―

302015.7　大学時報



た
主
婦
、
自
分
の
仕
事
や
技
術
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
る
人
、
早
期
に
引
退
し
た
人
を
挙
げ
て
、�

「〝
拡
張
さ
れ
た
高
等
教
育
〟
の
ま
す
ま
す
有
望
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
構
成
す
る
」
と
記
し
て
い
る
。
現

代
の
日
本
に
お
い
て
も
社
会
人
再
教
育

へ
の
期
待
は
根
強
く
、
ま
た
国
は
社
会

人
の
学
び
直
し
を
政
策
的
に
後
押
し
し

て
い
る
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
社
会
人
学
生
の

増
加
は
大
学
院
に
お
い
て
一
定
の
範
囲

で
実
現
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
大
学
に

と
っ
て
社
会
人
入
学
は
大
き
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
は
言
え
な
い
。
わ
が
国
で
は
、

社
会
人
学
生
が
高
等
教
育
を
受
け
る
こ

と
は
一
般
化
し
な
い
構
造
が
あ
る
の
か
。

あ
る
い
は
、
通
常
の
学
生
と
し
て
学
ぶ

と
い
う
形
と
は
別
の
姿
で
実
現
し
て
い

る
の
か
。

　

本
特
集
を
、
私
立
大
学
は
「
社
会
人

学
生
」
と
い
う
観
点
か
ら
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
化
」
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
な
の
か

を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

日
本
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
担
い
手
は
誰
か

杉
谷 

祐
美
子
氏

●
青
山
学
院
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授

大
学
な
ど
に
お
け
る
社
会
人
学
び
直
し
の
推
進

牧
野 

美
穂
氏

●
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
課
長
補
佐

大
学
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
―
ど
う
変
わ
る
の
か

白
井 

克
彦
氏

●
放
送
大
学
学
園
理
事
長・

早
稲
田
大
学
学
事
顧
問

地
域
を
超
え
た
生
涯
学
習
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

―
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学

藤
江 

昌
嗣
氏

●
明
治
大
学
副
学
長・

社
会
連
携
機
構
長

社
会
人
に
と
っ
て
の ′
大
学
再
入
学  ′

石
井 
育
子
氏

●�

上
智
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程�

文
学
研
究
科
新
聞
学
専
攻
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日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
の
拡
大
の
過
程

　

日
本
の
高
等
教
育
は
米
国
に
次
い
で
早
期
に
マ
ス
化
を
達
成
し
、

今
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
を
迎
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
規
模
の
点
か
ら
み
た
話
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

日
本
で
は
長
ら
く
量
的
拡
大
が
先
行
し
て
き
た
。

　

日
本
の
高
等
教
育
の
在
学
者
比
率
は
、
１
９
３
０
年
代
に
早
く

も
欧
州
諸
国
を
凌
駕
し
た
が
、
さ
ら
に
戦
後
の
学
制
改
革
に
お
い

て
、
全
て
の
人
に
単
一
の
学
校
系
統
を
用
意
す
る
単
線
型
の
学
校

体
系
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
そ
の
後
の
高
等
教
育
の
拡
大
に
制
度

的
基
盤
を
与
え
た
。
後
期
中
等
教
育
へ
の
進
学
率
は
１
９
５
４
年

に
50
％
を
上
回
り
、
１
９
６
５
年
に
は
70
％
、
１
９
７
４
年
に
は

90
％
を
超
え
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し
た
後
期
中
等
教
育

の
拡
大
も
高
等
教
育
の
拡
大
を
促
し
た
。

　

戦
後
の
新
制
大
学
発
足
後
間
も
な
く
の
頃
と
現
在
と
を
比
較
す

る
と
、
１
９
４
９
年
に
１
７
８
校
あ
っ
た
大
学
は
２
０
１
４
年
に

７
８
１
校
と
な
り
、
１
９
５
０
年
に
１
４
９
校
あ
っ
た
短
期
大
学

は
２
０
１
４
年
に
３
５
２
校
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
学
生
数

で
は
、
大
学
は
約
12
万
７
０
０
０
人
か
ら
約
２
８
５
万
６
０
０
０

人
に
、
短
期
大
学
は
約
１
万
５
１
０
０
人
か
ら
約
13
万
６
５
０
０

人
に
増
大
し
て
い
る
。
短
期
大
学
は
ピ
ー
ク
時
の
１
９
９
３
年
に

は
機
関
数
５
９
５
校
と
学
生
数
約
53
万
３
０
０
人
を
数
え
、
そ
の

後
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
大
学
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
戦
後
70
年
間
に
、
大
学
は
機
関
数
で
４・

４
倍
、
学
生
数
で
は

実
に
22・

５
倍
と
著
し
い
増
加
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

高
等
教
育
の
マ
ス
化
が
進
展
し
た
の
は
１
９
６
０
年
代
で
あ
る
。

わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
は
産
業
構
造
や
職
業
構
造
の
変
化
を
も

た
ら
し
、
高
度
な
知
識・

技
術
を
持
つ
人
材
を
一
層
必
要
と
す
る

特
集

わ
が
国
に
お
け
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」
―
社
会
人
学
生
の
現
在
地
か
ら
―

日
本
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
担
い
手
は
誰
か

杉
谷 

祐
美
子
●
青
山
学
院
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授
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と
と
も
に
、
国
民
の
家
計
所
得
の
増
大
に
よ
っ
て
高
ま
る
高
等
教

育
機
関
へ
の
進
学
需
要
を
満
た
し
て
い
っ
た
。
理
工
系
学
生
の
増

募
や
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
対
応
す
る
た
め
の
大
学
急
増
対
策
な
ど
の

政
策
的
な
影
響
も
あ
り
、
１
９
６
０
年
か
ら
１
９
７
０
年
に
か
け

て
、
わ
ず
か
10
年
間
で
大
学
数
は
１・

６
倍
、
短
期
大
学
数
は
１・

７
倍
に
増
大
し
、
学
生
数
は
合
計
約
96
万
人
も
増
加
し
た
。
と
り

わ
け
進
学
率
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
大
学・

短
期
大
学
の
進
学
率
は

10・

３
％
か
ら
23・

６
％
に
ま
で
上
昇
し
、
さ
ら
に
そ
の
５
年
後

の
１
９
７
５
年
に
は
38・

４
％
と
急
増
し
て
い
る
。

　

１
９
７
０
年
代
半
ば
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
水
増
し
入
学
な
ど

に
よ
る
教
育
研
究
水
準
の
低
下
を
改
善
す
る
た
め
に
私
立
大
学
の

新
増
設
が
抑
制
さ
れ
、
１
９
８
０
年
代
半
ば
に
か
け
て
学
生
数
は

停
滞
し
た
が
、
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
は
再
び
増
大
に
転
じ
た
。

こ
れ
は
、
好
景
気
を
背
景
と
し
た
進
学
希
望
の
増
大
と
第
二
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の
到
来
に
対
応
す
る
た
め
に
政
府
が
私
学
の
新

増
設
を
認
め
、
臨
時
的
な
入
学
定
員
増
を
図
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
１
９
６
６
年
に
約
２
４
９
万
人
で
あ
っ
た
18
歳
人
口

は
１
９
９
２
年
に
第
二
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
２
０
５
万
人
を
数
え

た
も
の
の
、
以
後
減
少
し
て
今
日
に
至
る
。
２
０
１
４
年
に
は
１

１
８
万
人
と
ピ
ー
ク
時
か
ら
半
減
し
、
さ
ら
に
２
０
３
０
年
を
過

ぎ
る
と
１
０
０
万
人
を
割
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て

18
歳
人
口
が
減
少
す
る
に
当
た
り
、
私
学
経
営
の
安
定
化
か
ら
増

大
し
た
定
員
の
大
幅
削
減
は
難
し
く
、
そ
の
後
の
規
制
緩
和
の
流

れ
に
よ
る
新
増
設
と
相
ま
っ
て
、
１
９
９
０
年
代
初
め
ま
で
40
％

弱
で
低
迷
し
て
い
た
進
学
率
は
再
び
増
大
し
て
い
っ
た
。
大
学・

短
期
大
学
の
進
学
率
は
１
９
９
０
年
の
36・

３
％
か
ら
２
０
１
４

年
に
は
56・

７
％
と
な
り
、
高
等
専
門
学
校
や
専
修
学
校
を
加
え

た
高
等
教
育
全
体
の
進
学
率
は
今
や
80・

０
％
に
も
上
る
。

高
等
教
育
の
段
階
移
行
説
と 

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」
の
意
味

　

本
特
集
で
取
り
上
げ
て
い
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」
と
い
う
語

は
、
周
知
の
よ
う
に
、
米
国
の
社
会
学
者
マ
ー
チ
ン・

ト
ロ
ウ
が

理
論
化
し
た
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
段
階
移
行
説
に
由
来
す
る
。

ト
ロ
ウ
（
１
９
７
６
）
に
よ
れ
ば
、
各
段
階
は
経
験
的
事
実
か
ら

抽
出
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
個
別
社
会
の
高
等
教
育
の
現
実
に

全
面
的
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
断
り
つ
つ
も
、
長
期
的
に
み
て

高
等
教
育
は
ど
こ
の
国
に
お
い
て
も
、
エ
リ
ー
ト
→
マ
ス
→
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
の
３
つ
の
発
展
段
階
を
た
ど
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の

三
段
階
の
移
行
は
該
当
年
齢
人
口
比
で
み
た
就
学
率
を
指
標
と
し
、

15
％
が
エ
リ
ー
ト
か
ら
マ
ス
へ
、
50
％
が
マ
ス
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
へ
の
移
行
の
目
安
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
量
的
指
標

特集 わが国における「ユニバーサル化」―社会人学生の現在地から―
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に
基
づ
く
と
、
日
本
の
大
学・

短
期
大
学
の
進
学
率
は
１
９
６
３

年
に
マ
ス
段
階
（
15・

４
％
）
に
、
２
０
０
５
年
に
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
段
階
（
51・

５
％
）
に
到
達
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
発
展
段
階
は
量
的
な
変
化
ば
か
り
に
表
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
学
生
数
の
増
大
と
い
っ
た
量
的
変
化
は
、
質
的
変
化
を

伴
う
こ
と
を
不
可
避
と
す
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
人
々
に
と
っ
て
高

等
教
育
機
会
の
意
味
づ
け
を
変
え
、
高
等
教
育
の
目
的・

機
能・

構
造
の
性
格
に
変
化
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、
エ
リ
ー
ト
段
階

で
は
高
等
教
育
の
機
会
は
「
少
数
者
の
特
権
」
と
み
な
さ
れ
、
進

学
要
件
は
家
柄
や
才
能
が
重
視
さ
れ
、
人
間
形
成
を
教
育
目
的
と

し
た
社
会
の
支
配
層
の
育
成
を
主
要
機
能
と
す
る
。
次
の
マ
ス
段

階
で
は
、
一
定
の
能
力
や
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
進
学
要
件
と
な

り
、
高
等
教
育
の
機
会
は
「
相
対
的
多
数
者
の
権
利
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ

で
は
知
識・

技
能
の
伝
達
が
教
育
目
的
と
な
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
や
や
弾
力
化
し
、
社
会
の
多
様
な
要
請
に
応
じ
る
専
門
分
化
し

た
エ
リ
ー
ト
や
指
導
者
層
の
育
成
が
主
要
機
能
と
な
る
。
そ
し
て

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
に
達
す
る
と
、
産
業
社
会
に
適
応
し
う
る
国

民
の
育
成
が
主
要
機
能
と
な
り
、
高
等
教
育
の
機
会
は
「
万
人
の

義
務
」
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。
進
学
要
件
は
開
放
的
に
な
る
と
と

も
に
、
教
育
目
的
は
新
し
く
広
い
経
験
の
提
供
が
重
視
さ
れ
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
非
構
造
的
と
な
り
、
就
学
形
態
も
多
様
化
し
て
い

く
。
こ
の
よ
う
に
、
高
等
教
育
の
段
階
移
行
は
、
量
的
拡
大
に
伴
っ

て
多
様
な
目
的
や
水
準
を
も
つ
高
等
教
育
機
関
が
派
生
す
る
こ
と

に
よ
り
、
高
等
教
育
全
体
の
構
造
が
多
様
性
と
弾
力
性
と
開
放
性

を
帯
び
た
も
の
に
変
質
し
て
い
く
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」
と
単
純
に
一
言

で
済
ま
せ
て
き
た
が
、
実
は
こ
の
段
階
は
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
想

定
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ロ
ウ
の
論

文
集
『
高
学
歴
社
会
の
大
学

―
エ
リ
ー
ト
か
ら
マ
ス
へ

―
』

を
翻
訳
し
た
喜
多
村
は
、
そ
の
後
も
ト
ロ
ウ
の
論
文
集
『
高
度
情

報
社
会
の
大
学

―
マ
ス
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
へ
』
の
翻
訳
を
手

が
け
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
型

高
等
教
育
の
展
開
を
説
明
し
て
い
る
（
喜
多
村
、
１
９
９
９
）。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・

ア
テ
ン
ダ
ン
ス
型

（�

万
人
が
高
等
教
育
の
機
会
に
在
学
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
）

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・

ア
ク
セ
ス
型

（�
万
人
が
生
涯
の
い
つ
か
の
時
点
で
高
等
教
育
の
機
会
に
出

席
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
）

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・

パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
型

342015.7　大学時報



（�

万
人
が
特
定
の
キ
ャ
ン
パ
ス
や
時
間
の
制
約
な
し
に
在
宅

や
在
勤
中
に
学
習
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
シ
ス

テ
ム
）

　

米
国
の
高
等
教
育
は
１
９
４
０
年
代
に
マ
ス
段
階
に
移
行
し
、

１
９
７
０
年
代
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
、

ま
さ
に
そ
う
し
た
過
渡
期
に
ト
ロ
ウ
は
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
し

て
そ
の
ト
ロ
ウ
の
理
論
を
取
り
入
れ
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
高
等
教
育
審

議
会
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
は
ま
ず
大
学
該
当
年
齢
の
青
年
層
に

広
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
年
齢
の
成
人
層
に
ま
で
拡
大
し
て
い

く
と
予
想
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
方
向
性
は
万
人
が
全
員
就
学
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
義
務
的
に
捉
え
ら
れ
、
不
本
意
就
学
者
も

含
む
よ
う
な
状
態
、
す
な
わ
ち
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・
ア
テ
ン
ダ
ン

ス
型
」
へ
の
移
行
で
は
な
く
、
全
年
齢
層
に
高
等
教
育
の
機
会
が

開
か
れ
、
い
つ
で
も
そ
の
機
会
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル・

ア
ク
セ
ス
型
」
へ
の
移
行
を
求
め
て
い
る
。
ト
ロ

ウ
自
身
が
当
初
用
い
て
い
た
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
型
」
と
い
う
語
に

替
え
て
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・

ア
ク
セ
ス
型
」
と
い
う
語
を
後
に
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
マ
ス
化
を
徹
底
さ
せ
た
よ
う
な
学
校

教
育
の
延
長
的
な
高
等
教
育
か
ら
構
造
変
化
が
生
じ
る
こ
と
を
考

え
た
の
で
は
な
い
か
と
喜
多
村
は
推
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ト

ロ
ウ
は
後
年
の
論
文
に
お
い
て
、
情
報
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
時
間
や
空
間
と

い
っ
た
物
理
的
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
高
等
教
育
の
機
会
を
得

ら
れ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・

パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
型
」
の
可

能
性
に
言
及
し
、
高
等
教
育
の
弾
力
性
と
開
放
性
が
一
層
進
展
す

る
こ
と
を
予
見
し
て
い
る
。

日
本
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
現
状
と
今
後
の
課
題

　

翻
っ
て
、
日
本
の
高
等
教
育
の
状
況
を
見
た
と
き
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
先
に
、
日
本
で
は
量
的
拡
大
が
先

行
し
て
き
た
と
述
べ
た
と
お
り
、
日
本
の
高
等
教
育
は
１
９
６
０

年
代
か
ら
量
的
な
面
で
は
マ
ス
化
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
質
的
な

面
で
マ
ス
型
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
１
９
９
０
年
代

に
入
っ
て
か
ら
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
１
９
７
６
年
に

は
専
修
学
校
と
い
っ
た
、
一
条
校
よ
り
は
自
由
度
の
高
い
新
た
な

教
育
機
関
が
創
設
さ
れ
、
ま
た
現
在
約
４
分
の
３
の
学
生
数
を
占

め
る
私
立
大
学
が
日
本
の
マ
ス
型
高
等
教
育
の
主
要
な
担
い
手
と

な
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
経
営
面
か
ら
い
え
ば
市
場
の
動
向
に
敏
感

で
あ
り
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
機
会
の
提
供
が
必
要

で
あ
ろ
う
が
、
入
学
志
願
者
が
順
調
に
増
大
な
い
し
維
持
さ
れ
、

入
学
者
選
抜
が
機
能
し
て
い
た
時
代
に
は
そ
れ
ほ
ど
労
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
１
９
９
０
年
代
以
降
、
自
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由
化・

個
性
化・

多
様
化
の
原
則
を
掲
げ
、
米
国
の
大
学
を
モ
デ

ル
と
し
た
大
学
改
革
の
波
が
席
巻
し
、
18
歳
人
口
減
少
の
影
響
が

深
刻
化
す
る
に
つ
れ
、
よ
う
や
く
全
て
の
大
学
に
マ
ス
段
階
の
高

等
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
量
的
な
面
か
ら
み
れ
ば
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
を
迎

え
て
10
年
に
な
る
日
本
に
お
い
て
、
そ
れ
に
伴
う
質
的
な
面
で
の

構
造
変
化
は
生
じ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
大
学
該
当

年
齢
層
を
対
象
と
す
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・

ア
テ
ン
ダ
ン
ス
型
」

と
い
う
意
味
で
は
進
展
が
み
ら
れ
た
一
方
で
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・

ア
ク
セ
ス
型
」
や
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・
パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン

型
」
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
の
学
生
の
状
況
は
と
い
え
ば
、
大
学
進
学
率
だ
け
を
と
っ

て
も
51・

５
％
（
２
０
１
４
年
）
と
、
す
で
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段

階
に
達
し
て
い
る
。
実
は
、
１
９
７
４
年
か
ら
１
９
９
２
年
ま
で

は
大
学
進
学
率
は
約
25
％
で
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
こ

の
こ
と
か
ら
１
９
９
０
年
代
以
降
の
進
学
率
の
増
大
が
い
か
に
大

学
に
集
中
し
て
き
た
か
が
よ
く
わ
か
る
。
し
か
も
、
大
学・

短
期

大
学
の
志
願
者
総
数
に
占
め
る
入
学
者
数
比
率
（
合
格
率
）
は
93・

０
％
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
大
学
全
入
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
１
９

９
０
年
代
末
か
ら
は
学
生
の
学
力・

学
習
意
欲・

学
習
習
慣・

目

的
意
識
な
ど
の
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
文
部
科
学
省
（
２

０
１
４
）
に
よ
れ
ば
、
高
等
学
校
ま
で
の
学
力
を
補
完
す
る
た
め

の
補
習
授
業
を
行
う
大
学
は
52
％
、
高
等
学
校
か
ら
の
円
滑
な
移

行
を
図
る
た
め
の
初
年
次
教
育
を
行
う
大
学
は
93
％
に
上
る
。
ま

た
、
筆
者
も
関
わ
っ
た
学
生
調
査
で
は
、
大
学
以
外
へ
の
進
路
変

更
が
20・

２
％
、
編
入
学
が
41・

７
％
、
転
学
部・

転
学
科
が
30・

０
％
と
、
少
な
か
ら
ぬ
学
生
が
進
路
や
専
攻
分
野
の
変
更
を
考
え

た
こ
と
が
あ
る
と
し
て
い
る
（Benesse

教
育
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
、
２
０
１
３
）。
も
は
や
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
は
当
た
り
前

の
時
代
と
な
っ
て
、
進
学
し
な
い
こ
と
の
不
利
益
や
後
ろ
め
た
さ

を
回
避
す
る
た
め
に
進
学
す
る
学
生
も
お
り
、
大
学
は
不
本
意
就

学
者
や
不
適
応
学
生
へ
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
社
会
人
学
生
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２
年
現
在
、
大
学

入
学
者
の
う
ち
25
歳
以
上
の
割
合
は
１・

９
％
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
各
国
平
均
の
18・

１
％
よ
り
も
か
な
り
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

就
業
を
目
的
と
す
る
短
期
大
学
や
専
修
学
校
で
は
21・

０
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
34・

６
％
よ
り
低
い
。

と
は
い
え
、
社
会
人
が
再
教
育
に
つ
い
て
関
心
が
な
い
か
と
い
う

と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
再
教
育
を
「
受
け
た
い
」（
20・

８
％
）、「
興
味
が
あ
る
」（
67・

９
％
）
と
い
っ
た
よ
う
に
９
割
近

く
は
関
心
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
し
た
い
教
育
機
関
は
「
大

学
院
」（
46・
４
％
）、「
大
学
（
学
部
）」（
19・

５
％
）
が
多
く
、
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実
際
、
大
学
院
に
お
け
る
社
会
人
入
学
者
は
18・

２
％
を
占
め
る
。

し
か
し
、
大
学
院
進
学
に
あ
た
っ
て
は
、「
費
用
が
高
す
ぎ
る
」

「
勤
務
時
間
が
長
く
て
十
分
な
時
間
が
な
い
」「
職
場
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
障
害
と
な
っ
て
お
り
、
大
学
が
提

供
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
社
会
人
の
ニ
ー
ズ
の
ず
れ
な
ど
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
進
学
目
的
は
視
野
を
広
げ
る
と
い
っ
た
こ

と
が
中
心
だ
が
、
先
端
的
な
専
門
知
識
や
職
務
に
直
接
必
要
な
知

識
な
ど
は
職
務
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
が
異
な
っ
て
い
る
（
文
部
科
学

省
、
２
０
１
５
）。

　
『
高
学
歴
社
会
の
大
学
』
の
も
う
一
人
の
翻
訳
者
で
あ
る
天
野

は
、
米
国
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
役
割
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

カ
レ
ッ
ジ
に
匹
敵
す
る
、
低
廉
で
開
放
的
な
高
等
教
育
機
関
が
日

本
に
不
在
な
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
天
野
、
２
０
１
３
）。

日
本
の
高
等
教
育
が
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・

ア
ク
セ
ス
型
」
や
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル・

パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
型
」
へ
と
舵
を
切
る
に

は
、
社
会
人
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
う
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
提
供
や
柔
軟
な
就
学
形
態
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
機
会
を
拡
大
す
る
う

え
で
も
、
天
野
が
指
摘
す
る
よ
う
な
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
造
的
問
題
に
も
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。�
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１　
は
じ
め
に

　

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
向
け
た
課
題
や
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
国
際
競
争
力
の
向
上
な
ど
、
わ
が
国
が

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
中
、
安
倍
政
権
で
は
、
教
育
再
生
を

経
済
再
生
と
並
ぶ
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
教
育
再
生
実

行
会
議
に
お
け
る
議
論
を
受
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
企
図
し

て
い
る
。

　

私
立
大
学
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
個
性
豊
か
な
教
育
研
究

に
よ
り
、
学
校
教
育
の
発
展
や
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
大
学
生
の
約
７
割
が
私
立
大
学
に
在
学
し
て
い
る

な
ど
、
ま
さ
に
公
教
育
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
同
時
に
社
会

人
の
学
び
直
し
の
場
と
し
て
も
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

２�　
社
会
人
の
大
学
な
ど
に
お
け
る
学
び
直
し
へ
の
期

待
と
効
果

　

少
子
化
に
よ
り
、
今
後
、
学
生
の
大
幅
な
減
少
が
予
想
さ
れ
る

中
、
活
気
に
満
ち
た
大
学
を
維
持
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
社
会
人
、
留
学
生
や
高
齢
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
背
景
を
持
つ
人
た
ち
を
呼
び
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

実
際
に
、
社
会
人
で
あ
っ
て
、
職
業
に
必
要
な
能
力
を
修
得・

更
新
お
よ
び
向
上
さ
せ
る
た
め
、
大
学
な
ど
に
お
い
て
学
術
的
な

背
景
の
も
と
で
体
系
的
に
行
わ
れ
る
教
育
を
改
め
て
受
け
た
い
と

考
え
る
人
は
多
い
。
社
会
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
と
、
約
９
割

が
「
再
教
育
を
受
け
た
い
」「
再
教
育
に
関
心
が
あ
る
」
と
答
え
、

そ
の
約
７
割
が
大
学・

大
学
院・

短
期
大
学
の
高
等
教
育
機
関
を

再
教
育
に
利
用
し
た
い
と
答
え
て
い
る
。

特
集

わ
が
国
に
お
け
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」
―
社
会
人
学
生
の
現
在
地
か
ら
―

大
学
な
ど
に
お
け
る
社
会
人
学
び
直
し
の
推
進

牧
野 

美
穂
●
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
課
長
補
佐
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図表１　大学等における社会人受け入れの推進に関する教育関係の仕組み
（出典：文部科学省調べ）

概　　　要

社会人特別
入学者選抜

社会人を対象に、小論文や面接等を中心に行う入学者選抜
【平成26年度実施状況】　大　学：552校　　入学者： 1,185人
【平成23年度実施状況】　大学院：449校　　入学者：8,144人

夜間・昼夜
開 講 制

社会人の通学上の利便のため昼間、夜間に授業を行う制度
【平成25年度実施状況】
　大　学：夜間16校、昼夜30校　大学院：夜間24校、昼夜316校

【平成26年度実施状況】
　専門学校：夜間等649学科、昼夜211校

科 目 等
履修生制度

大学等の正規の授業科目のうち、必要な一部分のみについてパートタイムで履修
し、正規の単位を修得できる制度

【平成24年度実施状況】（放送大学を除く）
　大　学：743校、履修生：22,570人

【平成26年度実施状況】
専門学校：158校、6,565人

長 期 履 修
学 生 制 度

学生が職業を有しているなどの事情により、修業年限を超えて一定の期間にわた
り計画的に履修し、学位を取得することができる制度

【平成24年度実施状況】
　大　学：364校、3,406人（学部210人、大学院：3,196人）

通 信 制

通信教育を行う大学学部、大学院修士・博士課程及び専門学校
【平成26年度実施状況】
　大学学部45校　212,474人、うち放送大学学部81,616人
　大学院：27校、8,523人　大学院（修士課程のみ）：7,642人
　専門学校：1,151人

専 門 職
大 学 院

高度専門職業人養成に特化した実践的教育を行う大学院
【平成26年度設置状況】122校　175専攻
　うち、法科大学院67校67専攻、教職大学院25校25専攻

大学院にお
ける短期在
学コース・
長 期 在 学
コ ー ス

大学院の年限を短期又は長期に弾力化したコース
但し、短期在学コース制度は修士・専門職学位課程のみ

【平成23年度設置状況】
　短期在学コース： 65校
　長期在学コース：163校

履 修 証 明
制 度

社会人を対象に体系的な教育プログラム（120時間以上）を編成し、その修了者
に対し、大学・専修学校等が履修証明書を交付できる制度

【平成24年度実施状況】（放送大学を除く）
　大　学：72校　受講者数：4,084人
　　　　　　　　 証明書交付者数：1,995人

【平成23年度実施状況】
　専門学校：77校　証明書交付者数：2,435人

サテライト
教 室

大学学部・大学院の授業をキャンパス以外の通学の便の良い場所で実施する取組
【平成24年度　サテライト教室の設置割合】
　大学：21.4％、短大：6.1％
出典：平成24年度開かれた大学づくりに関する調査研究（平成全国の大学・短期
大学を対象としたアンケート調査（回収数：1062））

大 学
公 開 講 座

大学等における教育・研究の成果を直接社会に開放し、地域住民等に高度な学習
機会を提供する講座

【平成23年度開設状況】
　開設大学数：973大学等
　開設講座数：36,696講座
　受講者数：1,399,868人

特集 わが国における「ユニバーサル化」―社会人学生の現在地から―
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○　多くの大学院が、社会人への再教育の実施あるいは実施に向けた検討を行っている。
○�　平成19年度から24年度までの経年変化を見ると、社会人を対象とした学位取得を目的とし

たコースを設置している大学院は増加傾向にある。

リカレント教育に関する取組（複数回答）
国　立

（大学数：86）
公　立

（大学数：72）
私　立

（大学数：457）
合　計

（大学数：615）
①�主に社会人を対象とした専攻など学位

取得を目的としたコースを設置
59

（68.6％）
28

（38.9％）
182

（39.8％）
269

（43.7％）
②�社会人を対象とした学位以外の修了証

を授与する教育プログラムを実施
38

（44.2％）
14

（19.4％）
  45

（  9.8％）
  97

（15.8％）
③�企業等と連携して開発した社会人を対

象とした教育プログラムを実施
13

（15.1％）
  5

（  6.9％）
  23

（  5.0％）
  41

（  6.7％）

④�その他の取組や教育プログラムを実施 56
（65.1％）

22
（30.6％）

118
（25.8％）

196
（31.9％）

⑤実施について検討   8
（  9.3％）

13
（18.1％）

100
（21.9％）

121
（19.7％）

⑥実施も検討もしていない   5
（  5.8％）

13
（18.1％）

  94
（20.6％）

112
（18.2％）

リカレント教育に関する取組（平成19～24年度の推移）

図表２　リカレント教育に関する取組
出典：文部科学省調べ（平成24年度大学院活動状況調査）※大学への調査

①社会人対象の学位取得
コースの設置

②社会人対象の学位以外
の修了証を与えるプロ
グラム実施

③企業等と連携した社会
人教育プログラム実施

④その他の取組実施

⑤実施検討中

⑥実施・検討せず

平成19年度

43.7%

15.8%

0 10 20 30 40 50%

6.7%

31.9%

19.7%

18.2%

平成20年度
平成21年度
平成23年度
平成24年度
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現
在
、
大
学
な
ど
に
お
い
て
社
会
人
の
受
け
入
れ
を
推
進
す
る

た
め
に
、
図
表
１
の
よ
う
に
多
様
な
仕
組
み
が
あ
り
、
大
学
な
ど

は
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
も
活
用
し
な
が
ら
社
会
人
を
対
象
と
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

他
の
教
育
機
関
に
比
べ
て
も
、「
大
学
」
だ
か
ら
こ
そ
高
い
志
を

持
っ
た
人
が
集
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
他
の
受
講
生
や

教
員
と
空
間
を
共
有
し
、
同
じ
課
題
意
識
を
持
つ
社
会
人
の
仲
間

と
の
出
会
い
、
教
員
の
対
面
に
よ
る
指
導
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を

持
つ
学
生
か
ら
の
刺
激
が
得
ら
れ
る
点
に
、
大
学
な
ど
に
お
け
る

学
び
直
し
の
利
点
が
あ
る
。
18
歳
学
生
に
お
い
て
も
、
社
会
人
と

学
び
の
場
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
同
世
代
に
は
な
い
社
会
経
験
を

背
景
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

議
論
を
深
め
、
視
野
の
拡
大
や
学
修
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。

３　
社
会
人
学
び
直
し
が
進
ま
な
い
要
因

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
大
学
な
ど
に
お
け
る
社
会
人
入
学
者

数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
あ
り
、
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
履
修

証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム※の
受
講
者
数
も
ピ
ー
ク
時
（
平
成
21
年
度
）
か

ら
大
き
く
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

※�

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
校
教
育
法
第
１
０
５
条
等
）：
各
大
学
等
（
大

学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校
）
に
お
い
て
、

社
会
人
等
を
対
象
に
、
大
学
等
の
教
育・

研
究
資
源
を
活
か
し
体
系
的
に

編
成
さ
れ
た
、
総
時
間
数
１
２
０
時
間
以
上
の
特
別
の
課
程
。
修
了
者
に

は
、
各
大
学
等
に
よ
り
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
こ
と
及
び
そ
の
名
称
等
を
示
し
た
履
修
証
明
書
を
交
付
。

　

い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
、
⑴
ど
の
大
学

が
ど
う
い
っ
た
優
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
の
か
、
そ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
能
力
が
身
に
付
け
ら
れ
る

の
か
に
つ
い
て
、
社
会
人
や
企
業
な
ど
に
は
知
名
度
が
高
く
な
い　

⑵
開
講
時
間・

開
講
日
、
開
講
場
所
や
費
用
な
ど
が
社
会
人
に
と
っ

て
負
担
に
な
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る　

⑶
社
会
人

の
学
び
直
し
に
対
す
る
企
業
な
ど
の
理
解
度
が
高
く
な
い　

⑷
社

会
人
や
企
業
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
方

法
が
必
ず
し
も
提
供
さ
れ
て
い
な
い　

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

特
に
⑷
に
つ
い
て
は
、
社
会
人
は
、
学
び
直
し
に
よ
っ
て
仕
事

に
必
要
な
専
門
知
識
、
現
在
の
仕
事
を
支
え
る
広
い
視
野
、
先
端

的
な
専
門
知
識
な
ど
、
職
業
に
直
結
し
て
使
え
る
能
力
を
身
に
付

け
た
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ
り
、
図
表

３・
４
の
よ
う
に
、
社
会
人
や
企
業
な
ど
が
、
座
学
に
よ
る
講
義

だ
け
で
は
な
く
、
実
践
的・

専
門
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
方

法
を
求
め
て
い
る
一
方
で
、
大
学
な
ど
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
点

を
必
ず
し
も
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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○�　社会人学生が大学院において、「事例研究・ケーススタディ」、「実務経験のある教員・教
師」による教育手法を重視するのに対して、大学院は必ずしもそのような教育手法を重視し
ていない。

〈社会人学生（複数回答）〉

重視して欲しい教育方法
MA

合 計
（N ＝5431）

内　訳 合　　　計

1位 2位 3位以降 	 0	 10,000	 20,000	 30,000	 40,000

01 ICT を活用した教育方法 4,365 2,475 1,120 770

02 事例研究・ケーススタディ 22,940 12,150 7,780 3,010

03 グループワーク・ディスカッション 16,850 8,220 6,050 2,580

04 レポート・論文作成指導 29,165 17,610 8,530 3,025

05 個別の教育指導 24,455 14,730 6,920 2,805

06 実務経験のある教員・講師による指導 25,275 15,720 6,900 2,655

07 専門課程実施前の専門知識・基礎知識の復習 12,985 5,820 4,750 2,415

08 講義の補講・復習 2,335 750 940 645

09 実習・演習 7,485 3,195 2,580 1,710

10 その他 990 795 120 75

〈大学院（複数回答）〉

現在実施している／今後重視する教育方法
MA

現在実施
（N ＝1510）

今後重視
（N ＝1510） 	 0	 20	 40	 60	 80%

01 ICT を活用した教育方法 5.2％ 14.5％ 現在実施
今後重視

02 事例研究・ケーススタディ 29.1％ 30.4％

03 グループワーク・ディスカッション 31.2％ 36.2％

04 レポート・論文作成指導 72.1％ 56.3％

05 個別の教育指導 64.8％ 52.3％

06 実務経験のある教員・講師による指導 27.0％ 29.5％

07 専門課程実施前の専門知識・基礎知識の復習 11.4％ 14.2％

08 講義の補講・復習 3.2％ 3.2％

09 実習・演習 30.6％ 27.1％

10 その他 2.1％ 3.2％

※社会人学生：調査対象の大学院に在学中の社会人学生
※優先度の高い順に最大３つまで回答（１位15点、２位10点、３位５点として換算）

図表３　重視する教育方法
出典：「社会人の大学院教育の実態把握に関する調査研究」

（平成21年度早稲田大学〈文部科学省：先導的大学改革推進委託事業〉）

1位
2位
3位以降
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○�　社会人向け教育プログラムへの期待について、企業が、「実践的な教育プログラムの充実」、
「高度専門的分野の教育の充実」、「実務の最先端の人の講義」と考えているが、大学院は必ず
しもそのような教育を重視していない。

〈企業（複数回答）〉
社会人向け教育プログラムへの期待

MA
合 計

（N ＝1049） 	 0	 10	 20	 30	 40%

01 体系的教育の充実 12.0％
02 より理論的な教育の充実 14.5％
03 知識や技能だけでなく、方法論や考え方に関する教育プログラムの充実 36.7％
04 理論と実践のバランスのとれた教育プログラムや講師陣の検討 25.1％
05 実践的な教育プログラムの充実（ケーススタディーやロールプレイングなど） 30.6％
06 分野横断的な教育の充実 11.4％
07 知財や MBA などのビジネスに直結する高度専門的分野の教育の充実 16.8％
08 実務の最先端の人の講義 16.0％
09 職業人出身の講師、メンターの充実 5.2％
10 企業との連携と企業ニーズの把握の充実 11.4％
11 自己分析などのカウンセリングの充実 6.2％
12 社会人向けの時間帯を工夫するなど受講生の立場に立った運営 15.0％
13 その他 0.3％
14 特にない 13.5％

〈大学院（複数回答）〉
大学院や大学院修了者の価値向上

のために取り組むべき事
MA

合 計
（N ＝1510）

内　訳 合　　　計
1位 2位 3位以降 	 0	 2,000	 4,000	 6,000	 8,000

01 体系的教育の充実 2,943 1,845 504 594

02 より理論的な教育の充実 954 285 372 297

03 知識や技能だけでなく、方法論や考え
方に関する教育プログラムの充実 3,879 1,710 1,080 1,089

04 理論と実践のバランスのとれた教育
プログラムや講師陣の検討 5,025 2,535 1,320 1,170

05 実践的な教育プログラムの充実（ケー
ススタディーやロールプレイングなど） 1,911 495 696 720

06 分野横断的な教育の充実 1,986 555 564 867

07 知財や MBA などのビジネスに直結
する高度専門的分野の教育の充実 1,101 450 240 411

08 実務の最先端の人の講義 855 90 240 525

09 職業人出身の講師、メンターの充実 540 60 144 336

10 企業との連携と企業ニーズの把握の充実 2,061 570 456 1,035

11 自己分析などのカウンセリングの充実 216 0 48 168

12 社会人向けの時間帯を工夫するなど
受講生の立場に立った運営 3,219 1,170 816 1,233

22 その他 330 300 12 18

23 特にない 210 210 0 0

※優先度の高い順に最大３つまで回答（１位15点、２位10点、３位５点として換算）

図表４　社会人向け教育プログラムの価値向上のために必要なこと
出典：「社会人の大学院教育の実態把握に関する調査研究」

（平成21年度早稲田大学〈文部科学省：先導的大学改革推進委託事業〉）

1位
2位
3位以降
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４�　
「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」認
定
制
度
の
創
設

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
今
年
３
月
に
、
教
育
再
生
実
行
会
議

「『
学
び
続
け
る
』
社
会
、全
員
参
加
型
社
会
、地
方
創
生
を
実
現
す

る
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
第
六
次
提
言
）
に
お
い
て
、
国
は

大
学
な
ど
に
お
け
る
社
会
人
や
企
業
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
実

践
的・

専
門
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
認
定
、奨
励
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
社
会
人
の
学
び
直
し
を
推
進
す
べ
き
旨
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
文
部
科
学
省
で
は
有
識
者
会
議
を
開
催
し
、
認

定
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
事
項
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
有
識
者
会
議
に

お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
て
、
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

　

認
定
要
件
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

【
認
定
要
件
】

○�

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る

正
規
課
程
お
よ
び
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム

○�

対
象
と
す
る
職
業
の
種
類
お
よ
び
修
得
可
能
な
能
力
を
具
体
的

か
つ
明
確
に
設
定
し
、
公
表

○�

対
象
と
す
る
職
業
に
必
要
な
実
務
に
関
す
る
知
識
、
技
術
お
よ

び
技
能
を
修
得
で
き
る
教
育
課
程

○�

総
授
業
時
数
の
一
定
以
上
を
以
下
の
い
く
つ
か
の
教
育
方
法
に

よ
る
授
業
で
占
め
て
い
る

①
実
務
家
教
員
や
実
務
家
に
よ
る
授
業　

②
双
方
向
も
し
く
は

多
方
向
に
行
わ
れ
る
討
論　

③
実
地
で
の
体
験
活
動　

④
企
業

な
ど
と
連
携
し
た
授
業

○�

受
講
者
の
成
績
評
価
を
実
施

○�

自
己
点
検・

評
価
を
実
施
し
、
結
果
を
公
表

○�

課
程
の
編
成
お
よ
び
自
己
点
検・

評
価
に
お
い
て
、
組
織
的
に

関
連
分
野
の
企
業
な
ど
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
仕
組
み
を
構
築

○�

週
末
開
講
な
ど
、
社
会
人
が
受
講
し
や
す
い
工
夫
の
整
備
（
図

表
５
）

　

こ
の
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
社
会
人
の
学
び
直
す
選
択
肢
の
可

視
化
、
大
学
な
ど
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力
向
上
、
企
業
な

ど
の
理
解
増
進
を
図
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
を
通
じ
て
社
会
人

の
職
業
に
必
要
な
能
力
の
向
上
を
図
る
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
認
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
来
年
度
か
ら
開

始
で
き
る
よ
う
、
速
や
か
に
制
度
設
計
の
う
え
、
大
学
な
ど
か
ら

募
集
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
は
正
規
課
程
だ
け
で
な
く
、
短
期
の
履
修
証

明
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
近
年
、
履
修
証
明

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
は
横
ば
い
だ
が
、
科
目
等
履
修
の
科
目
を
体
系
的

に
編
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
員
へ
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
て
、
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履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
履
修
証
明

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
会
人
が
気
軽
に
取
り
組
み
や
す
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
大
学
な
ど
へ
の
入
口
に
し
て
、
さ
ら
に
学
び
た
い
と
考
え

る
社
会
人
が
正
規
課
程
を
受
講
す
る
良
い
き
っ
か
け
に
も
な
る
と

考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
認
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
厚
生
労
働
省
の
教

育
訓
練
給
付
に
よ
る
支
援
が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
、
連
携
を
図
る
予

定
で
あ
る
。
社
会
人
が
経
済
的
な
負
担
に
よ
っ
て
学
び
直
し
を
断

念
す
る
こ
と
な
く
、
学
び
直
し
の
選
択
肢
と
し
て
大
学
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
や
す
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
予
算
な
ど
に
よ
る
支
援
事
業
と
い
う
形
式
で
は

な
く
、
制
度
と
し
て
普
遍
的
な
仕
組
み
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
人
の
学
び
直
し
を
継
続
的・

発
展
的
に
拡
大
し
て
い
く
た
め

の
土
台
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
認
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
か
か
る
基
盤
的
経
費
と
の
連
携
や
必
要
な
支
援
を
検
討
し
、
こ

の
土
台
の
上
に
社
会
人
の
学
び
直
し
推
進
に
資
す
る
施
策
を
積
み

上
げ
て
い
き
た
い
。

　

私
立
大
学
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
制
度
を
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
、
社
会
人
も
含
め
、
各
地
域
に

お
け
る
日
本
の
教
育
を
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。�

図表５　在職したままで大学院で学ぶ条件
出典：「大学教育に関する職業人調査」（平成21年東京大学〈科研費調査研究〉）
（無作為に抽出した事業所の大卒社員２万5203人に対するアンケート）

○�　社会人の大学院進学の主な障害は「勤務時間が長くて十分な時間がない」、「費用が高すぎ
る」、「職場の理解を得られない」と回答した者が多い。

○　便利な場所での授業や夜間、土曜、夏休みなどのフレキシブルな授業形態が求められている。

100
%

80

60

40

20

0

決
定
的
な

障
害

あ
る
程
度

の
障
害

費
用
が
高
す
ぎ
る

勤
務
時
間
が
長
く
て

十
分
な
時
間
が
な
い

職
場
の
理
解
を

得
ら
れ
な
い

処
遇
の
面
で

評
価
さ
れ
な
い

自
分
の
要
求
に
適
合
し

た
教
育
課
程
が
な
い

100
%

80

60

40

20

0
土
曜
、
夏
休
み
な
ど
の

開
講

夜
間
の
開
講

長
期
の
履
修

便
利
な
場
所

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
の
授
業

教
育
ロ
ー
ン

非
常
に
重
要

あ
る
程
度

重
要

社会人の大学院進学の主な障害 在職したまま大学院で勉強する条件
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１　
は
し
が
き

　

大
学
進
学
率
が
50
％
を
超
え
、
さ
ら
に
短
大
、
高
専
、
専
門
学

校
を
含
め
る
な
ら
、
18
歳
人
口
の
80
％
が
高
等
教
育
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
大
学
大
衆
化
の
時
代
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
20
年
の
大
学
入
学
者
の
数
を
見
れ
ば
、
第
二

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
年
代
が
18
歳
人
口
の
ピ
ー
ク
を
示
し
た
１
９

９
２・

１
９
９
３
年
頃
に
す
で
に
54
万
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
、

急
速
な
人
口
減
少
に
対
し
て
、
進
学
率
の
上
昇
と
短
大
か
ら
の
移

行
が
拮
抗
し
た
結
果
、
現
在
61
万
人
で
そ
れ
ほ
ど
学
生
数
が
増
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
今
後
の
少
子
化
に
よ
る
学
生
数
減

少
と
、
加
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
構
造
の
急
速

な
変
化
へ
の
対
応
が
問
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
地
方
か
ら
都
会

へ
の
若
年
人
口
の
移
動
は
、
地
方
に
あ
る
私
立
大
学
の
存
続
に
と
っ

て
重
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
を
核
と
す
る
秀
れ
た
教
育
体

制
を
構
築
、
維
持
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
地
域
の
活
性
化
を
果
た

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

他
方
、
労
働
力
人
口
全
体
の
減
少
が
急
速
に
進
む
中
で
、
若
年

層
の
知
的
生
産
力
を
大
き
く
上
げ
な
け
れ
ば
、
日
本
社
会
を
保
持

で
き
な
く
な
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
な
ど
に
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
可
能
性
も
出
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
高
等

教
育
シ
ス
テ
ム
の
対
応
は
極
め
て
遅
れ
て
お
り
、
新
し
い
産
業
の

展
開
を
図
る
人
材
を
充
分
に
生
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ

は
、
近
未
来
に
お
け
る
日
本
の
国
力
の
急
速
な
低
下
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
状
況
で
あ
る
。
近
年
の
大
学
進
学
率
の
伸
び
の
鈍
化
傾

向
は
、
経
済
状
況
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
社
会
全
体
の
知
の

尊
重
と
若
年
者
の
知
的
向
上
意
欲
の
低
下
を
示
唆
す
る
も
の
で
も

あ
る
。
こ
れ
を
上
向
き
に
す
る
に
は
、
若
者
が
高
等
教
育
を
受
け

特
集

わ
が
国
に
お
け
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」
―
社
会
人
学
生
の
現
在
地
か
ら
―

大
学
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化 

―
ど
う
変
わ
る
の
か

白
井 

克
彦
●
放
送
大
学
学
園
理
事
長・

早
稲
田
大
学
学
事
顧
問
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る
意
義
を
感
じ
て
、
能
動
的
に
参
加
す
る
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
学

習
環
境
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

２　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
時
代
の
大
学

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
し
た
大
学
で
、
ど
の
よ
う
に
人
材
を
育
成
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
う
知
識
は
も
と
よ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
複
雑
化
す
る
社
会
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

知
識
を
獲
得
し
て
、
問
題
解
決
能
力
を
高
め
、
さ
ら
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
付
け
る
こ
と
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
満
足

に
仕
事
を
進
め
よ
う
と
す
る
人
材
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
し

か
も
、
そ
の
知
識
や
訓
練
は
常
に
新
し
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
と
社
会
人
の
学
習
の
機
会
を
設

定
す
る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
高
度

な
産
業
に
従
事
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
も
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

　

近
年
、
企
業
な
ど
に
お
い
て
、
十
分
な
企
業
内
教
育
を
行
う
余

裕
が
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
多
く
の
新
し
い
専
門
知

識
を
従
業
員
に
徹
底
す
る
必
要
か
ら
、
職
業
教
育
を
担
う
学
校
に

対
す
る
要
求
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
し
た
大
学

に
と
っ
て
、
こ
の
部
分
の
整
備
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
職
業
上
の
要
求

か
ら
生
ず
る
教
育
だ
け
で
な
く
、
今
日
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
時
代

の
大
学
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
養
教
育
の
提
供
が
以
前
よ
り
も
実

質
的
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
代
社
会
で
は
、
核
家

族
に
始
ま
り
、
さ
ら
に
個
人
が
独
立
性
高
く
生
活
す
る
よ
う
に
な

り
、
個
人
の
社
会
的
に
生
き
る
力
が
強
く
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
の
訓
練
は
、
従
来
、
大
家
族
や
地
域
あ
る
い

は
企
業
内
で
、
直
接
的
人
間
関
係
を
含
む
社
会
的
基
礎
訓
練
と
し

て
達
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
知
識
伝
達
、

技
術
訓
練
型
教
育
の
み
で
は
十
分
に
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
般
的
に
は
、
通
常
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
以
外
の
学
生
生
活
の
重
要
な

部
分
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

結
局
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
時
代
の
大
学
の
機
能
は
、
高
度
な
研

究
者
養
成
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
人
育
成
ま
で
、
各
大
学
の
目
的

に
応
じ
た
多
様
な
教
育
内
容
を
体
系
的
に
持
つ
と
同
時
に
、
高
度

な
知
的
社
会
の
構
築
に
意
欲
的
に
参
加
し
、
リ
ー
ド
す
る
た
め
の

教
育
や
、
健
康
保
持
、
子
育
て
、
高
齢
者
介
護
な
ど
の
実
生
活
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
の
実
際
的
訓
練
も
要
求
さ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
教
養
的
内
容
に
は
高
等
学
校
ま
で
の
教
育
に

譲
る
べ
き
部
分
も
多
く
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
の
大
学
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
進
展
上
の
問
題
は
、
前
述

の
よ
う
な
教
育
内
容
や
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
進
ま
ず
、
進
学
率
が
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20
％
以
下
だ
っ
た
時
代
の
エ
リ
ー
ト
教
育
の
大
学
の
形
が
そ
の
ま

ま
継
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、
高
等
教
育
に
必
要
な
の
は
、

各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
欲
に
基
づ
い
て
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な

内
容
の
学
習
が
で
き
る
自
由
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

今
で
も
そ
の
自
由
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
時
間
と
経

済
、
さ
ら
に
は
家
庭
や
職
場
な
ど
の
制
約
も
あ
る
。
ま
た
、
根
本

的
に
は
学
生
が
本
当
に
必
要
と
す
る
も
の
が
必
ず
し
も
身
近
な
も

の
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

３　
必
要
に
応
じ
て
学
べ
る
シ
ス
テ
ム

　

ま
ず
、「
必
要
に
応
じ
て
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
お
こ
う
。
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
学
ぶ
内
容
と
意
義

が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
て
、
学
習
者
が
当
面
し
て
い
る
問
題
意
識

や
進
み
た
い
方
向
に
照
ら
し
て
、
こ
れ
を
学
ぶ
こ
と
が
有
効
で
あ

り
、
ぜ
ひ
学
習
し
な
け
れ
ば
と
考
え
、
実
際
に
学
習
に
向
か
う
こ

と
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
過
程
は
理
工
系
学
部
な
ど
特
定
の
職
業

専
門
系
学
部
で
は
か
な
り
実
質
的
に
行
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
人

文
社
会
系
の
学
部
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
現

状
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
直
後
の
18
歳
の
学
生
に
、
特
定
の
目
的

に
向
け
た
高
い
学
習
意
識
を
持
つ
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
一
般
的

に
無
理
が
あ
る
。
い
き
お
い
、
入
学
試
験
の
点
数
の
み
が
問
題
に

な
り
、
そ
れ
を
征
服
し
て
入
学
し
た
後
は
、
自
分
が
そ
こ
で
学
ぶ

必
要
性
は
容
易
に
は
自
覚
さ
れ
ず
に
４
年
が
経
過
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
結
果
は
、
再
び
就
職
段
階
で
大
学
入
試
と
同
種
の
こ
と

が
起
こ
る
。
22
歳
で
社
会
人
に
な
る
大
多
数
の
人
々
に
と
っ
て
、

自
分
が
努
力
し
て
学
ん
で
き
た
こ
と
が
自
分
か
ら
発
し
た
必
要
性

や
社
会
的
意
義
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
入
学
試
験
を
経
て
、
単

位
を
修
得
し
、
卒
業
資
格
を
得
て
、
無
事
、
就
職
試
験
を
通
過
し

た
こ
と
だ
け
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
過
程
に
大
き
な
価
値
は

あ
る
が
、
実
際
、
そ
ん
な
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
得
た
職
も
、

相
当
数
の
新
入
社
員
は
数
年
の
う
ち
に
転
職
し
て
い
る
事
実
が
あ

る
。
今
や
、
過
半
数
の
人
が
高
等
教
育
を
受
け
る
が
、
そ
こ
で
学

ぶ
こ
と
に
は
、
社
会
的
な
意
味
は
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
、
必
ず
し
も
学
生
た
ち
の
能
動
的
な
社
会
人
と
し
て
学

ぶ
必
要
性
の
意
識
と
は
結
合
し
て
い
な
い
。

　

結
局
、
問
題
は
、
ま
ず
、
18
歳
で
入
学
し
て
き
た
、
必
要
に
応

じ
て
学
ぶ
意
識
の
育
っ
て
い
な
い
学
生
た
ち
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
し

く
み
を
設
け
る
こ
と
で
学
び
の
必
要
性
を
壌
成
で
き
る
か
で
あ
る
。

大
学
の
努
力
は
、
ま
ず
従
来
型
の
授
業
に
学
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

参
加
さ
せ
る
こ
と
に
向
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
外
の
企
業
な
ど

と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
実
社
会
と
の
接
点
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い

る
。
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
も
試
み
ら
れ
る
よ
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う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
学
生
に
学
ぶ
必
要
性
を
自
覚
さ

せ
、
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
し
た
日
本
の
高
等
教
育
に
は
、
一

層
の
根
本
的
な
取
り
組
み
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
地
方
の

若
者
が
都
市
に
移
動
し
、
若
年
人
口
が
減
少
し
て
地
方
の
大
学
の

定
員
割
れ
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
学
が
存
在
し
な
く

な
っ
た
都
市
は
、
や
が
て
衰
退
す
る
。
若
い
人
た
ち
が
地
域
に
定

着
し
て
、
地
域
の
構
築
に
携
わ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
子
育
て
の
た

め
の
良
い
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
し
、
高
齢
者
が
生
活
し
や
す
い

環
境
整
備
を
併
せ
て
進
め
る
必
要
も
あ
る
。
若
年
者
が
あ
る
程
度

存
在
す
れ
ば
、
地
域
に
何
ら
か
の
産
業
を
興
す
こ
と
に
つ
な
が
る

で
あ
ろ
う
。
地
域
再
構
築
は
大
変
困
難
な
仕
事
で
あ
る
が
、
地
域

の
大
学
は
、
行
政
の
力
も
得
て
、
教
職
員
と
シ
ニ
ア
講
師
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
学
生
た
ち
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
全

体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
に
は
、
基
本
的
に
は
18
歳
以
上
の
若
者
が

全
員
参
加
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
自
分
の
果
た
す
べ

き
こ
と
を
見
つ
け
て
、
そ
こ
か
ら
自
分
が
高
等
教
育
で
学
ぶ
べ
き

こ
と
を
自
覚
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
18
歳
で
す
ぐ
に
大
学
が
受
け
入
れ
た
の

で
は
、
高
校
ま
で
の
受
動
的
学
習
の
継
続
と
な
っ
て
効
果
的
な
高

等
教
育
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
学
入
学
前

あ
る
い
は
入
学
後
の
一
定
期
間
を
社
会
性
を
育
て
る
期
間
と
し
て
、

自
ら
学
ぶ
こ
と
の
必
要
性
を
自
覚
し
、
意
欲
を
持
ち
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
作
る
訓
練
期
と
し
て
、
大
学
に
限
ら
ず
社
会
的
な
施

策
も
含
め
て
設
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
期
は
、
必
ず
し
も
学
問
の
修
得
を
め
ざ
す
の
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
あ
る
い
は
ロ
ー
カ
ル
に
生
き
る
こ
と
を
体
験
的
に
模
索
す

る
時
で
あ
る
。

　

学
ぶ
必
要
性
や
欲
求
は
、
若
い
時
以
外
に
社
会
で
働
い
て
い
る

時
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
生
じ
る
。
そ
れ
に
応
じ
た
さ
ま
ざ

ま
な
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
重

要
な
こ
と
は
、
学
習
を
す
れ
ば
そ
の
結
果
が
社
会
的
に
認
め
ら
れ

る
し
く
み
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
資
格
制
度
や
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
認
証
な
ど
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
社
会
が
学
ぶ

こ
と
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
学
習
意
欲
の
生
起
と
学

習
結
果
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
好
循
環
は
、
入
学
試
験
の
み
に

過
度
に
頼
る
秩
序
社
会
で
は
生
ま
れ
な
い
。

４　
放
送
大
学
と
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
が
、
意
欲
を
持
っ
て
高
等
教
育
を
受

け
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
経
済
的
問
題
の
解
決
を
図
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ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
立
大
学
の
授
業
料
戦
略
は
、
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
地
方
に
お
い
て

は
、
私
立
大
学
の
授
業
料
も
何
ら
か
の
方
法
で
国
公
立
大
学
と
同

等
に
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
は
大
学
教
育
の
改
革
を

進
め
る
た
め
に
、
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ま
ず
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の
充
実
は
不
可
避
で
あ
る
。
給

付
が
望
ま
し
い
が
、
貸
与
で
も
返
済
は
後
年
、
あ
ま
り
負
担
に
な

ら
な
い
し
く
み
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
私
大
の
内
容
改
善

と
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
は
、
国
公
立
大
学
な
ど
と
の
連
携
が
避

け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
放
送
大
学
の
よ
う
な
豊
富
な

ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
用
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
効
果
的
に
利
用
し
て
、

授
業
の
効
果
を
上
げ
る
と
同
時
に
コ
ス
ト
を
下
げ
る
方
向
性
を
探

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
放
送
大
学
を
は
じ
め
、
多
く
の
通
信
制
大
学

は
単
位
互
換
制
度
を
持
っ
て
お
り
、
共
同
授
業
を
設
置
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
、
学
生
は
単
な
る
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
で
は
な

く
、
地
域
再
構
築
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
参
加
し
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
そ
こ
で
収
入
を
得
る
仕
事
に
し
て
も
良
い
。
学

ぶ
機
会
と
働
く
機
会
は
、
同
じ
時
期
に
あ
っ
て
も
何
の
不
都
合
も

な
い
。
午
前
に
学
び
午
後
働
く
こ
と
も
、
そ
の
逆
も
可
で
あ
る
。

地
域
を
、
若
い
労
働
力
と
学
び
も
含
め
た
活
力
の
溢
れ
る
場
と
す

る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

図１　放送大学の学部在学生の属性（年齢・職業）
2014年度２学期

職業
（%）

年齢
（%）

無職

他大学・専門学校等
に在籍する学生

会社員等

看護師等
パートタイマー・
アルバイト等

農林水産業等
従事者

自営業・自由業

公務員・
団体職員等

教員その他

5.8
3.3

8.0

0.4
16.0

9.6

7.5

19.2

5.4

5.3

22.8

40代
24.1

50代
17.7

30代
18.9

20代

10代

12.760代以上
23.3
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も
う
一
つ
は
、
年
齢
の
高
い
人
々
も
高
等
教
育
を
通
じ
て
地
域

づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ー
ス
に
登
録
す
る
人
に
、

登
録
料
の
半
額
を
公
的
に
補
助
す
る
な
ど
の
方
法
は
有
効
で
あ
る
。

　

私
立
大
学
は
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
社
会
の
知
的
な

交
流
の
結
束
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

生
涯
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
に
も
、
放
送
大
学
の
よ

う
な
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
す
こ
と
は
現
実
的

で
あ
る
。
放
送
大
学
の
学
生
数
は
約
９
万
人
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
年
間
約
３
０
０
科
目
を
開
講
し
、
ネ
ッ
ト
で
も
受
講

可
能
に
な
っ
て
い
る
。
全
都
道
府
県
に
学
習
セ
ン
タ
ー
を
持
ち
、

対
面
の
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
、
逆

に
各
地
域
の
大
学
の
授
業
を
放
送
大
学
の
学
生
も
受
講
で
き
る
機

会
が
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
学
の
柔
軟
な
運
営

は
、
こ
れ
ま
で
の
各
大
学
毎
の
閉
じ
た
姿
勢
を
か
な
り
変
え
る
こ

と
に
な
る
。

　

放
送
大
学
で
学
ぶ
学
生
の
年
齢
構
成
と
職
業
な
ど
は
、
図
１
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
10
代
か
ら
60
代
以
上
ま
で
、
多
く
の
高
齢
者
が

学
ん
で
い
る
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
人
が
在
籍
し
て
い
る
。
ま
た

そ
の
学
歴
を
見
る
と
、
半
数
以
上
が
高
等
教
育
を
す
で
に
受
け
た

人
々
で
あ
る
が
、
毎
年
４
０
０
０
人
以
上
の
学
部
卒
業
生
と
３
５

０
人
ほ
ど
の
修
士
修
了
生
を
出
し
て
い
る
。

　

放
送
大
学
に
は
年
２
回
（
４
月
と
10
月
）
の
入
学
機
会
が
あ
り
、

入
学
試
験
は
な
い
。
学
位
取
得
を
め
ざ
す
全
科
履
修
生
は
18
歳
以

上
で
あ
る
が
、
一
部
科
目
を
学
ぶ
選
科
科
目
履
修
生
は
15
歳
か
ら

入
学
で
き
る
。
短
期
大
学
や
専
門
学
校
か
ら
の
３
年
次
編
入
学
も

可
能
で
、
文
字
ど
お
り
「
学
び
た
い
時
に
学
べ
る
」
大
学
を
実
現

し
て
い
る
し
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
よ
っ
て
、「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
学
べ
る
」
学
習
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
30
年
間
、
生

涯
学
習
の
中
核
と
な
り
、
大
学
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
に
つ
い
て
も

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
現
在
、
要
求
さ
れ
る
大
学
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
20
年
前
と
は
大
き
く
異

な
る
状
況
が
あ
る
。
放
送
大
学
が
真
に
今
の
社
会
的
要
求
に
応
え

る
に
は
、
一
層
の
充
実
と
展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
幸
い
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
達
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
授
業
が
可

能
に
な
っ
た
。
そ
の
特
長
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
異
な
り
、
時
間

の
制
約
と
量
的
な
制
限
が
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
双
方
向
性
を
利
用
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
メ
ー
ル
や
掲
示

板
を
通
じ
た
教
員
と
学
生
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
講
義
の

理
解
度
を
た
だ
ち
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
設
問
や
演
習
な
ど
、

遠
隔
で
あ
っ
て
も
授
業
法
は
大
変
多
彩
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
最
近
の
世
界
に
お
け
る
高
等
教
育
に
関
す
る
著
し

い
動
き
は
、
各
国
で
大
学
の
秀
れ
た
講
義
を
無
償
で
オ
ー
プ
ン
に
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す
る
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
（M

assive O
pen O

nline Courses

）
や
Ｏ
Ｅ

Ｒ
（O

pen Educational Resources

）
な
ど
が
活
発
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
も
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
が
昨
年
か
ら
開
設
さ

れ
、
50
ほ
ど
の
大
学
と
50
社
ほ
ど
の
企
業
の
参
加
を
得
て
、
各
大

学
は
授
業
を
多
数
公
開
し
て
い
る
。
す
で
に
14
万
人
の
登
録
学
習

者
が
あ
り
、
増
え
続
け
て
い
る
。
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
に
恵

ま
れ
な
い
人
々
に
向
け
、
各
地
域
の
文
化
の
発
信
と
大
学
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
も
目
的
に
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
オ
ー
プ

ン
な
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

か
は
ま
だ
未
知
数
で
あ
る
が
、
高
等
教
育
に
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を

与
え
、
変
化
を
起
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

５�　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
時
代
の
教
育
方
法�

　
「
三
段
学
習
シ
ス
テ
ム
」

　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
に
よ
る
大
学
の
授
業
の
公
開
が
さ
ら
に
進
み
、
昔
な

が
ら
の
講
義
は
ネ
ッ
ト
で
受
講
し
て
予
習
を
済
ま
せ
、
教
室
で
は

演
習
や
討
論
を
行
う
混
合
授
業
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学

生
た
ち
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業
参
加
を
促
し
て
い
る
。
図
２
は
Ｊ

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
に
お
け
る
受
講
生
た
ち
の
集
ま
り
（M

eet U
p

）
の 

様
子
で
あ
る
。
公
開
性
を
持
つ
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
大
学
、
さ
ら

に
は
社
会
連
携
を
含
む
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
図
３
の
よ
う
な

「
三
段
学
習
シ
ス

テ
ム
」
と
な
る
だ

ろ
う
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム

で
は
、
ネ
ッ
ト
上

に
豊
富
に
存
在
す

る
授
業
コ
ン
テ
ン

ツ
を
検
索
し
て
選

択
す
る
こ
と
が
学

習
の
第
一
段
階
で

あ
っ
て
、
こ
れ
を

ク
ラ
ウ
ド
型
大
学

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
目
的
や
関
心
に
応
じ
た
学
び
の
対

象
を
発
見
し
、
学
び
の
意
義
を
感
じ
て
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
並
行
し
て
、
大
学
入
学
前
に
学
習

へ
の
動
機
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
社
会
と
大
学
が
連
携
し

た
社
会
性
育
成
の
し
く
み
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
入
学
試
験
の
た

め
の
塾
で
は
な
く
、
社
会
的
能
力
と
自
律
的
に
学
ぶ
意
欲
を
育
て

る
予
備
課
程
と
し
て
の
塾
で
あ
る
。

　

第
二
段
階
は
、
ネ
ッ
ト
の
双
方
向
性
を
生
か
し
た
演
習
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
学
習
者
と
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

図２　Meet Up
日本初の JMOOC 学習者による Meet Up
・学習者の主体的な提案と運用　　　　　
・学習経験やさまざまな体験／意見を交換
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ン
を
図
り
、
互

い
に
考
え
る
こ

と
で
学
習
が
深

め
ら
れ
る
。
こ

の
段
階
の
教
育

に
は
、
社
会
人

に
必
要
な
教
養

教
育
と
訓
練
が

含
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

第
三
段
階

は
、
教
室
に
教

員
や
学
生
が
集

ま
っ
て
、
一
層

深
い
議
論
を
起

こ
す
。
ま
た
、

フ
ィ
ー
ル
ド
で

の
学
習
を
共
同

で
進
め
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、

新
し
い
問
題
発

見
や
共
同
の
解
答
作
成
な
ど
の
訓
練
を
行
う
。
こ
の
段
階
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
に
分
か
れ
る
の
で
、
既
存
の
大
学
の
機
能

が
中
核
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
企
業
内
教
育
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
要
求
が
大
き
い
。
こ
の
三
段
階
の
学
び
の
シ
ス
テ
ム
は
、
広

く
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
し
た
学
生
た
ち
を
年
齢
に
関
係
な
く
受
け
入

れ
る
よ
う
構
築
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
三
段
学
習
シ
ス
テ
ム
」
が
廉
価
に
提
供
さ
れ
、
生
涯
学

習
が
社
会
に
定
着
す
れ
ば
、
個
人
の
満
足
度
の
高
い
知
的
社
会
の

基
盤
構
築
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
大
学
は
そ
の
中
核
と
な
っ
て
、

役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
。

６　
ま
と
め

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
し
た
大
学
が
根
本
的
に
改
革
す
べ
き
こ
と
を
、

２
点
示
し
た
。
第
一
は
、
高
等
教
育
を
受
け
る
前
、
あ
る
い
は
入

学
時
に
お
け
る
社
会
性
育
成
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
学
習
の

動
機
づ
け
を
確
実
に
す
る
こ
と
。
現
在
の
入
学
試
験
や
Ａ
Ｏ
入
試

の
制
度
に
は
、
こ
の
機
能
は
な
い
。
第
二
は
、「
三
段
学
習
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
で
あ
る
。
共
通
の
関
心
を
持
ち
、
互
い
に
若
干
の
努

力
を
し
て
学
習
を
す
る
過
程
で
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
か

つ
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
同
様
に
現
代
社
会
の
社
会
基
盤
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。�

図３　ｅ－ラーニングを活用した ｢三段学習システム｣

セミナー、演習、共同研究
ミートアップ、実地調査など
インターンシップ、海外留学

対面を中心とする学習
大学及び企業連携

大学
フィールド
企業等

社会性の育成 大学と社会の連携

授業コンテンツによる体系的学習
クラウド型大学

オープン化された秀れた
授業コンテンツ群による学習

ネットワーク
上の大学

双方向型ｅ－ラーニング
ネットワーク上の共同演習など
アクティブラーニング
仮想空間実習と実空間実習

ｅ－ラーニングによる
大学を固定しない学習

ネットワーク
（教室）

特集 わが国における「ユニバーサル化」―社会人学生の現在地から―

53 大学時報　2015.7



は
じ
め
に

　
「
神
田
駿
河
台
の
授
業
を
成
田
で
」
―
と
い
う
成
田
市
の
申
し

出
を
ス
タ
ー
ト
に
、「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」
は
１
９
９

７
年
度
に
開
設
さ
れ
た
。
当
初
か
ら
、
地
方
自
治
体
と
大
学
が
直

接
提
携
す
る
希
少
な
社
会
人
教
育
の
新
し
い
試
み
と
し
て
注
目
さ

れ
て
き
た
が
、
本
年
は
19
回
目
の
開
講
式
が
５
月
16
日
に
挙
行
さ

れ
、
節
目
と
な
る
20
回
目
が
成
田
市
、
明
治
大
学
の
視
界
に
大
き

く
入
っ
て
き
た
。

　
「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」（
学
長　

福
宮
賢
一
明
治
大

学
学
長
、
名
誉
学
長　

小
泉
一
成
成
田
市
長
）
は
、
開
設
初
年
度

は
国
際
社
会
課
程
、
地
域
社
会
課
程
の
２
課
程
で
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
１
９
９
９
年
度
か
ら
現
在
ま
で
は
緑
地
環
境
課
程
を
加
え
た

３
課
程
を
開
講
し
て
い
る
。
毎
年
５
月
か
ら
11
月
ま
で
、
各
課
程

と
も
10
講
座
を
設
け
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
法
に
よ
ら
な
い
生
涯
学
習
分
野
で
の
講
座
で

あ
る
が
、
受
講
者
に
は
学
習
の
深
度
に
も
と
づ
く
（
法
律
に
差
し

支
え
の
な
い
こ
の
講
座
な
ら
で
は
の
）
称
号
で
あ
る
修
学
士
、
教

学
士
、
弘
学
士
と
い
う
３
つ
の
学
士
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

受
講
者
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
２
年
度
か
ら
の
14
年
間
で
計
３
８
９
名
に
称
号
を
与
え

て
き
た
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
以
下
紹
介
す
る
。

１�　
「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」誕
生
の
背
景
と

そ
の
取
組
み

⑴�

　
成
田
市
と
明
治
大
学
を
つ
な
ぐ
も
の・

ひ
と

　
　

―
遺
跡
と
「
常
民
大
学
」
的
思
想

特
集

わ
が
国
に
お
け
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」
―
社
会
人
学
生
の
現
在
地
か
ら
―

地
域
を
超
え
た
生
涯
学
習
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

―
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学

藤
江 

昌
嗣
●
明
治
大
学
副
学
長・

社
会
連
携
機
構
長
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成
田
市
は
千
葉
県
の
北
部
中
央
に
位
置
す
る
中
核
都
市
で
、
面

積
が
約
２
１
４
平
方
キ
ロ
、
人
口
は
約
13
万
人
で
あ
る
。
そ
の
中

心
部
に
位
置
す
る
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
成
田
山
新
勝

寺
の
門
前
町
と
し
て
、
ま
た
、
南
に
位
置
す
る
成
田
国
際
空
港
に

よ
る
日
本
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
成
田
市
は
有
名
で
あ
る
が
、
ほ

か
に
も
数
多
く
の
寺
社
が
点
在
し
、
豊
か
な
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た

伝
統
的
な
姿
と
国
際
的
な
姿
が
融
和
し
た
都
市
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
こ
に
は
地
域
に
生
き
る
人
々

0

0

0

0

0

0

0

0

が
い
る
。

　

ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
約
３
万
年
前
と
さ
れ
る
房
総

最
古
の
石
器
で
あ
る
先
土
器
時
代
の
楕
円
形
石
器
（
市
内
三
里
塚

遺
跡
）
や
、
後
続
す
る
縄
文・

弥
生
時
代
（
原
始・

古
代
）
の
成

田
人
の
足
跡
を
伝
え
る
貝
塚
や
遺
跡
、
根
木
名
川
周
辺
台
地
お
よ

び
北
印
旛
沼
東
岸
台
地
の
２
０
０
基
を
超
す
古
墳
の
群
在
は
、
遺

跡
の
発
掘
や
分
析
、
展
示
、
発
信
な
ど
、
教
育
委
員
会
や
成
田
市

文
化
財
保
護
協
会
、
下
総
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置
な
ど
に
続
く

研
究
者
と
市
民
の
共
同
の
活
動
を
育
ん
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
地

域
の
来
し
方
を
思
い
、
行
く
末
を
展
望
す
る
人
が
い
る
。
折
し
も
、

余
暇
時
間
の
増
大
や
趣
味
の
多
様
化
は
生
涯
学
習
意
欲
の
向
上
を

も
た
ら
し
、
よ
り
高
度
な
知
識
を
吸
収
し
た
い
と
い
う
要
望
へ
と

広
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
た
。

　

ま
た
、
明
治
大
学
に
は
、
幸
い
に
も
成
田
市
に
在
住
す
る
研
究

0

0

者0

と
地
域
に
生
き
る
人
々
と
学
び
の
場
を
作
る
思
想

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
あ
っ
た
。

　

人
的
な
つ
な
が
り
と
し
て
は
、
明
治
大
学
名
誉
教
授
大
塚
初
重

が
成
田
市
在
住
で
、
市
の
文
化
財
審
議
会
委
員
会
委
員
長
を
務
め

て
お
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
塚
先
生
は
、
成
田
市
文
化
財
保
護

協
会
の
仕
事
も
な
さ
っ
て
い
た
が
、
同
協
会
の
発
足
は
１
９
７
６

年
で
あ
り
、
そ
の
前
身
は
成
田
市
が
誕
生
し
た
１
９
５
４
年
に
会

員
36
名
で
始
め
た
「
成
田
史
談
会
」
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
最
先
端
の

考
古
学
者
が
、
そ
の
研
究
成
果
を
地
域
に
生
き
る
市
民
に
、
い
や

市
民
と
と
も
に
地
域
に
還
元
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

ひ
る
が
え
れ
ば
、
１
９
７
０
年
代
に
は
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
生
涯
学
習
を
行
う
市
民
大
学・

市
民
カ
レ
ッ
ジ
が
誕
生

し
た
。
例
え
ば
、
本
学
の
教
員
が
関
わ
っ
て
き
た
も
の
と
し
て
も
、

常
民
大
学
（
遠
野
常
民
大
学
、
１
９
８
７
年
結
成
、
故
後
藤 

総
一

郎
教
授
）
や
、
そ
れ
に
先
立
つ
鎌
倉・

市
民
ア
カ
デ
ミ
ア
（
１
９

７
５
年
創
立
、
故
高
橋 

洸
教
授
）
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
１
９
７
０
年
代
以
降
全
国
の
自
治
体
で
、
市
の
公
民
館

や
文
化
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
は
市
や
大
学
の
博
物
館
や
図
書
館
を

利
用
し
た
市
民
講
座
と
い
う
形
で
の
公
開
講
座
を
中
心
と
し
た
生

涯
学
習
が
行
わ
れ
て
き
て
い
た
が
、
１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
「
バ

ブ
ル
経
済
」
も
は
じ
け
、
足
元
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
し
っ
か

り
創
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
新
居
住
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者
と
昔
か
ら
の
住
民
の
相
互
交
流
の
必
要
性
や
自
ら
の
住
む
地
域

の
歴
史
的・

文
化
的
知
識
を
よ
り
深
く
知
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、

企
画
の
多
様
性
や
体
系
性
へ
の
希
求
も
高
ま
り
、
こ
の
点
で
大
学

あ
る
い
は
研
究
者
と
の
共
同
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
文
化
遺
産
の
保
存・

継
承
を
含
む
、
地

域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
が
め
ざ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
、
当
時
の
戸
沢
光
則
明
治
大
学
長

の
「
大
学
開
放
」
と
い
う
理
念
と
後
藤
総
一
郎
図
書
館
長
の
常
民

大
学
的
発
想
、
お
よ
び
小
川
国
彦 
前
成
田
市
長・

小
泉
一
成 

現

成
田
市
長
の
「
市
民
は
人
財
で
す
」
と
い
う
人
間・

市
民
観
に
市

民
の
期
待
と
向
学
心
が
融
合
し
、
成
田
と
い
う
地
に
「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

⑵�

　「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」の
ス
タ
ー
ト
か
ら
現
在
ま
で

　
「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」
は
、
１
９
９
７
年
度
に
成
田

市
の
「
市
民
の
自
由
時
間
の
増
大
や
生
活
水
準
の
向
上
な
ど
に
伴

う
生
涯
を
通
じ
た
学
習
意
欲
の
高
ま
り
に
応
え
る
た
め
、
市
民
が

よ
り
専
門
的
な
学
問
を
学
ぶ
場
を
提
供
し
、
国
際
化
時
代
に
対
応

で
き
る
人
材
を
育
成
し
た
い
」
と
い
う
「
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」
の
企

画
に
関
す
る
委
託
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
と
し
た
。

　

地
方
自
治
体
と
大
学
が
直
接
提
携
す
る
希
少
な
社
会
人
教
育
の

新
し
い
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
開
設
当
初
の
国
際
社
会
課

程
（
定
員
55
名
）、
地
域
社
会
課
程
（
定
員
55
名
）
の
２
課
程
か

ら
、
１
９
９
９
年
度
以
降
は
緑
地
環
境
課
程
（
定
員
40
名
）
を
加

え
た
３
課
程
を
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は

３
課
程
合
同
で
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
、
博
物
館
な
ど
の

見
学
と
講
義
、
そ
し
て
両
学
長

0

0

0

、
関
係
者
を
含
む
２
０
０
人
近
い

規
模
の
交
流
会
が
行
わ
れ
る
。
国
際
社
会
課
程
や
地
域
社
会
課
程

は
主
に
人
文
科
学
分
野
の
研
究
者
が
、
ま
た
緑
地
環
境
課
程
は
主

に
農
学
部
の
研
究
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
そ
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、
各
年
の
市
民
の
要
望
に
応
え
て
き
て

い
る
。
明
治
大
学
の
１
０
０
０
人
近
く
の
専
任
教
員
の
う
ち
２
０

０
人
超
は
教
育・

研
究・

社
会
連
携
の
分
野
に
お
い
て
何
ら
か
の

形
で
地
域
と
接
点
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
成
田
は
そ
の

「
経
験
の
源
や
発
揮
の
場
」
と
な
っ
て
お
り
、
私
立
の
総
合
大
学
と

し
て
の
特
徴
を
活
か
し
て
い
る
。

　

創
立
以
来
１
３
０
年
を
超
え
る
明
治
大
学
は
、
教
育・

研
究・

社
会
連
携
を
３
本
の
柱
と
し
て
お
り
、
中
世
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

生
ま
れ
た
大
学
の
も
つ
、
学
生
の
自
治
の
空
間
で
あ
る
と
同
時
に

社
会
に
開
か
れ
た
啓
蒙
の
場
と
し
て
の
性
格
を
体
現
し
、
社
会
連

携
を
通
じ
た
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
「
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
」

の
発
足
を
１
９
９
９
年
に
準
備
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
大
学
の
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社
会
的
役
割
と
し
て
、
産
業
や
地
域
と
の
連
携
、
Ｔ
Ｌ
Ｏ
な
ど
も

ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

そ
の
準
備
は
当
時
の
事
業
課
が
中
心
に
な
っ
て
担
い
、
２
０
０

４
年
４
月
に
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
誕
生
し
た
の
が
、
生
涯
教
育

棟
「
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
流

れ
は
現
在
の
連
携
機
構
（
２
０
１
０
年
発
足
）
に
引
き
継
が
れ
、

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
と
地
域
連
携
推
進
事
業
が
そ
の
二
つ
の
大

き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」
の
特
徴
の
一
つ
は
市
民
の
学

習
意
欲
の
旺
盛
さ
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
受
講
生
の
中
の
運
営
委

0

0

0

員0

が
、
大
学
全
体
の
企
画
運
営
は
も
と
よ
り
入
校
式
や
修
了
式
、

さ
ら
に
講
座
当
日
の
事
務
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
定
期
的
な
打
ち
合

わ
せ
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
単
な

る
公
開
講
座
で
は
な
く
、
ま
さ
に
大
学
の
授
業
を
受
講
す
る
と
い

う
意
識
が
強
く
、
テ
ー
マ
や
内
容
、
講
師
に
も
率
直
な
要
望
が
多

く
出
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
度
末
の
修
了
式
に
は
、
受
講
生
に
よ
る

発
表
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
、
例
え

ば
大
学
側
も
市
民
に
関
心
の
高
い
今
日
的
な
テ
ー
マ
で
、
体
系
的

に
３
年
や
５
年
単
位
で
質
の
良
い
講
座
を
い
か
に
組
み
立
て
て
い

く
か
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
市
民
に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
講
師

の
選
任
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
工
夫
の
成
果
か
、

講
師
の
中
に
は
講
座
終
了
後
も
Ｏ
Ｂ
会
の
勉
強
会
を
続
け
て
お
ら

れ
る
先
生
も
い
る
。
講
師
も
教
え
が
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
し
く
み
に
加
え
、
長
年
に
わ
た
っ
て
受
講

し
て
い
る
市
民
に
も
っ
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
も
ら
う
方

法
は
な
い
か
と
い
う
教
育
委
員
会
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
創
設
さ

れ
た
の
が
、
称
号
（
ア
カ
デ
ミ
ー
学
位
）
で
あ
る
。

２�　
「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」の「
称
号
」�

―
修
学
士
、教
学
士
、弘
学
士

　

一
般
に
称
号
と
は
呼
び
名
あ
る
い
は
公
的
な
肩
書
き
な
ど
を
指

し
、
身
分・

資
格
な
ど
を
表
す
名
称
で
あ
る
。
大
学
な
ど
高
等
教

育
機
関
や
学
術
評
価
機
関
な
ど
で
は
、
所
定
の
教
育
課
程
の
修
了

者
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
者
に
対
し
て
「
学
術
上
の
能
力
ま
た
は

研
究
業
績
」
に
基
づ
き
「
学
位
（
ｄ
ｅ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
）」
を
授
与
す
る

が
、
そ
れ
は
そ
の
「
栄
誉
」
を
称
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

取
得
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
あ
る
種
の
感
慨・

感
動
が
あ
る
。
ま

た
、
称
号
「
学
位
」
は
そ
の
取
得
者
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
対

人
的
に
も
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
大
学
進
学

率
の
上
昇
も
あ
り
、「
学
士
」
の
価
値
は
第
二
次
大
戦
前
に
比
べ
低

下
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
修
士
や
博
士
の
価
値
は
い
ま

だ
に
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
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こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、「
明

治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」

で
は
修
学
士
、
教
学
士
、
弘
学

士
と
い
う
３
つ
の
称
号
を
創
設

し
た
。
や
や
ほ
ほ
笑
ま
し
い
説

明
で
あ
る
が
、
成
田
市
で
は
称

号
の
ね
ら
い
や
取
得
者
へ
の
期

待
を
こ
め
て
以
下
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。

　
「
皆
様
の
多
年
に
わ
た
る
修
了

を
称
え
、
学
習
意
欲
を
よ
り
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
定
の

学
習
成
果
を
挙
げ
た
方
に
、
平

成
14
年
か
ら
称
号
を
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。

　

一
般
の
大
学
に
は
、
学
校
教

育
法
に
よ
っ
て
『
学
士
』『
修

士
』『
博
士
』
と
い
う
学
位
が
あ
り
ま
す
が
、
明
治
大
学・

成
田
社

会
人
大
学
は
、
学
校
教
育
法
に
よ
ら
な
い
生
涯
学
習
分
野
の
講
座

で
す
。
法
律
に
差
し
支
え
な
い
よ
う
、
明
治
大
学・

成
田
社
会
人

大
学
な
ら
で
は
の
称
号
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
皆
様
が
称
号
を
取
得
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
も
の
で
は
な
く
、
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
で
学
習
し
て

い
く
上
で
の
『
お
楽
し
み
』
の
一
つ
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。（
成
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）」

　

２
０
０
２
年
に
創
設
さ
れ
た
こ
れ
ら
修
学
士・

教
学
士・

弘
学

士
の
称
号
内
容
と
取
得
方
法
は
表
１
に
示
し
た
が
、
修
学
士
は
「
一

定
の
学
問
を
修
め
る
」
の
意
味
で
、
要
件
は
各
課
程
１
年
ず
つ
３

年
を
修
了
す
る
か
、
課
程
を
問
わ
ず
４
年
を
修
了
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
教
学
士
は
「
教
と
学
は
互
い
に
助
長
す
る
、
教
え
る

の
は
、
ま
だ
学
ぶ
の
半
ば
で
あ
る
」
の
意
味
で
、
要
件
は
、
修
学

士
取
得
後
、
課
程
を
問
わ
ず
２
年
の
修
了
と
指
定
す
る
課
題
論
文

提
出
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
弘
学
士
は
「
さ
ら
な
る
向
学
心
を

持
っ
て
学
問
を
ひ
ろ
め
る
」
の
意
味
で
、
要
件
は
、
教
学
士
取
得

後
、
課
程
を
問
わ
ず
２
年
の
修
了
と
指
定
す
る
課
題
論
文
提
出
な

ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
①
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
が
開

講
し
た
１
９
９
７
年
の
修
了
か
ら
通
算
す
る
こ
と　

②
毎
年
連
続

し
て
修
了
し
て
い
な
く
て
も
通
算
で
き
る
こ
と　

③
運
営
委
員
経

験
者
は
、
そ
の
年
を
受
講
生
と
同
様
に
年
８
回
以
上
出
席
す
れ
ば

修
了
と
み
な
し
て
通
算
で
き
る
こ
と
な
ど
、
社
会
人
の
生
涯
学
習

の
実
践
上
の
困
難
を
踏
ま
え
、
称
号
取
得
に
も
一
定
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。

表１　称号の内容と取得方法
称号名称 称　号　の　意　味

取　  得　  方　  法
修学士 一定の学問を修める、の意味
各課程１年ずつ３年を修了するか、課程を問わず４年を修了した際に取得できます。
教学士 教と学は互いに助長する、教えるのはまだ学ぶの半ばである、の意味
修学士取得後、課程を問わず２年を修了し、指定する課題等を行うことで取得できます。
弘学士 さらなる向学心を持って学問をひろめる、の意味
教学士取得後、課程を問わず２年を修了し、指定する課題等を行うことで取得できます。
◇教学士取得の課題（2015年度）―論文講習受講と4,000字程度の論文の提出―
◇弘学士取得の課題（2015年度）―論文講習受講と6,000字程度の論文の提出―
・レポート課題：「明治大学・成田社会人大学の学習成果を地域や成田市の発展に生かす」
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ま
た
、
年
度
別
の
称
号
授
与
者
数
は
表
２
に
示
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
に
修
学
士
２
９
２
名
、
教
学
士
59
名
、
弘
学
士
38
名
、
合
計

３
８
９
名
を
送
り
出
し
て
い
る
。
単
純
な
計
算
で
あ
る
が
、
修
学

士
の
う
ち
20・

２
％
が
教
学
士
と
な
り
、
さ
ら
に
教
学
士
の
う
ち

64・

４
％
が
弘
学
士
と
な
っ
て
い
る
。
３
つ
の
称
号
は
生
涯
を
通

じ
て
、
そ
し
て
深
く
学
ぶ
こ
と
の
目
標
と
し
て
学
ぶ
意
欲
を
高
め

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

結
び
に

　

あ
る
受
講
者
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
今
年
50
歳
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
先
の
「
生
き
方
」
捜
し
を
し
て

お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
一
つ
の
目
標
を
見
つ
け
ま
し
た
。
―

主
婦
で
あ
る
私
に
と
っ
て
、『
学
ぶ
』
と
い
う
状
況
は
日
常
生
活
で

得
る
情
報
と
は
異
な
り
、
新
鮮
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
講
義
は

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
に
よ
り
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
進
め
ら
れ
ま

す
し
、
個
性
的
な
先
生
方
と
多
彩
な
内
容
に
学
生
気
分
を
満
喫
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
社
会
人
大
学
を
受
講
し
て
『
学
ぶ
の
に
遅
す
ぎ
る
事
は

な
い
』
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
偶
然
見
つ
け
た
目
標
が
『
必
然
』

で
あ
っ
た
と
確
信
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
明
治
大
学
広
報
部『
明
治
』第
17
号
、２
０
０
３
年
１
月
）」
と
。

　

明
治
大
学
は
、
社
会
連
携
機
構
を
中
心
に
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー

と
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
の
両
輪
に
よ
っ
て
、
本
学
の
社
会
連

携
活
動
を
推
進
し
て
い
る
が
、
包
括
的
協
定
と
い
う
制
度
を
抜
き

に
し
て
地
域
連
携
と
生
涯
学
習
と
い
う
両
輪
を
同
時
に
回
し
て
い

る
の
が
「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」
で
あ
る
。
成
田
市
と

明
治
大
学
間
の
土
地
と
人
の
つ
な
が
り
に
基
づ
き
、
成
田
と
い
う

地
域
で
、
自
主
的
、
創
造
的
に
行
っ
て
い
る
こ
の
大
学
は
、
学
び

の
原
点
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
発
展
形
態
を
も
描
く
意
義
あ
る

活
動
で
あ
る
。�

表２　明治大学・成田社会人大学
　　　　　 年度別称号授与者数（単位：名）

年 度
修学士 教

学
士

弘
学
士

年
度
計３課程

修了
４年
修了 計

2014 2 22 24 2 3 29
2013 4 28 32 4 4 40
2012 1 20 21 6 8 35
2011 3 22 25 7 7 39
2010 3 27 30 11 2 43
2009 4 22 26 7 4 37
2008 4 21 25 5 0 30
2007 7 16 23 4 3 30
2006 7 14 21 2 7 30
2005 8 9 17 3  20
2004 5 10 15 8  23
2003 6 7 13   13
2002 11 9 20   20
計 65 227 292 59 38 389
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「
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
学
ん
で
体
系
的
に
整
理

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
」「
会
社
に
入
っ
て
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き

て
、
そ
れ
な
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
学
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
何

か
不
毛
の
よ
う
な
気
が
し
て
」「
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
考
え
る
た
め
に

入
り
ま
し
た
」。

　

今
回
、
こ
の
『
大
学
時
報
』
へ
の
寄
稿
を
き
っ
か
け
に
周
り
の

社
会
人
学
生
数
人
に
、
な
ぜ
大
学
院
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
の
か
取

材
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
答
え
が
か
え
っ
て
き
た
。

会
社
員
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
起
業
家
な
ど
、
そ
れ
ま
で
携
わ
っ
て

き
た
仕
事
の
経
験
、
年
齢
、
価
値
観
も
多
種
多
様
、
そ
し
て
こ
の

先
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
た

だ
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
大
学
入
学
の
き
っ
か
け
の

心
中
に
、
あ
る
事
象
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
や
社
会
へ
の
貢
献
意

欲
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
手
元
に
詳
し
い
デ
ー
タ
は
な
い

が
、
年
齢
的
に
40
代
前
後
以
上
の
人
が
多
い
よ
う
に
も
思
う
。
そ

の
理
由
は
何
か
。
時
代
の
潮
流
の
変
化
が
早
い
中
で
、
社
会
人
に

と
っ
て
の
大
学
再
入
学
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
私
自
身
の
経
験

も
含
め
て
、
少
し
考
え
て
み
た
い
。

受
験
以
前
の
高
い
ハ
ー
ド
ル

　

行
政
機
関
や
大
企
業
の
中
に
は
、
所
属
し
て
数
年
後
に
そ
の
組

織
が
提
携
し
た
大
学
あ
る
い
は
研
究
機
関
に
半
年
か
ら
１
年
程
度
、

転
籍
し
て
学
ぶ
制
度
が
整
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
だ
が
、
一

般
的
に
は
そ
の
よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
自
分
の
意
思
で
決
断

し
、
受
験
し
て
入
学
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。
入
学
ま

で
の
行
程
の
中
で
、
社
会
に
お
け
る
責
務
、
つ
ま
り
現
在
の
仕
事

と
折
り
合
い
を
つ
け
、
あ
る
い
は
家
庭
事
情
と
相
談
し
な
が
ら
、

覚
悟
を
持
っ
て
入
学
す
る
社
会
人
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
最
初
に

特
集

わ
が
国
に
お
け
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」
―
社
会
人
学
生
の
現
在
地
か
ら
―

社
会
人
に
と
っ
て
の ′
大
学
再
入
学  ′

石
井 

育
子
●
上
智
大
学
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学
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述
べ
て
お
き
た
い
。

　

で
は
、
入
学
ま
で
の
行
程
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

受
け
入
れ
先
の
大
学
と
学
部
を
探
す
作
業
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
は
な
い
。
現
在
の
ネ
ッ
ト
環
境
の
お
か
げ
で
、
検
索
す
れ
ば
大

学
名
、
学
部
と
受
験
の
手
続
き
関
係
ま
で
確
認
す
る
の
に
10
分
も

か
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
５
年
前
と
比
べ
れ
ば
社
会
人
枠
に
門

戸
を
開
く
大
学
は
増
加
も
し
た
の
だ
ろ
う
。
社
会
人
入
学
を
専
門

と
す
る
検
索
ペ
ー
ジ
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
第
一
の
関

門
に
ぶ
つ
か
る
。
社
会
人
枠
を
設
け
て
い
て
も
「
夜
間
の
講
義
」

が
す
べ
て
の
大
学
で
設
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
し
て
、

決
し
て
安
く
は
な
い
授
業
料
。
つ
ま
り
、
現
状
の
仕
事
と
大
学
と

の
両
輪
で
や
っ
て
い
け
る
の
か
、
時
間
の
や
り
く
り
と
費
用
捻
出

は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
い
う
現
実
的
な
問
題
に
ぶ
つ
か
る
の
で
あ

る
。
一
般
の
会
社
員
な
ら
休
職
か
離
職
せ
ざ
る
を
な
い
。
う
ま
く

休
職
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
期
間
は
無
給
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
な
ら
、
日
中
、
稼
が
ね
ば
な
ら
な
い
時
間
を
ど
う
確
保
す
る

か
苦
悩
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
夜
間
の
講
義
が
増
え
れ
ば
入
学
者

が
急
増
す
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
簡
単
な
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
会
社
勤
め
の
希
望
者
の
中
に
は
、
こ
れ
ら

の
現
実
を
知
っ
て
諦
め
た
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
私
自
身
は
、
幸
運
に
も
所
属
す
る
会
社
の
休
職
制
度
を
利
用

で
き
た
が
、
現
在
の
年
齢
や
、
管
理
職
の
制
度
利
用
が
初
め
て
で

あ
る
と
い
う
理
由
で
、
会
社
に
戻
っ
た
際
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
等

級
や
役
職
や
配
属
先
に
つ
い
て
の
保
障
は
な
い
と
い
う
の
が
社
と

の
約
束
で
あ
る
。
民
間
の
組
織
の
現
実
は
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の

だ
。

　

会
社
側
の
制
度
的
な
課
題
も
あ
る
だ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に
組

織
か
ら
派
遣
さ
れ
る
形
で
な
い
限
り
、
業
務
の
傍
ら
「
学
生
」
と

な
る
こ
と
を
喜
ん
で
送
り
だ
す
企
業
は
そ
う
多
く
な
い
。
業
務
の

た
め
の
専
門
的
知
識
や
資
格
（
会
計
士
、
弁
護
士
な
ど
）
の
取
得

を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
が
、
そ
う
で
は
な

い
場
合
、「
君
の
研
究
が
会
社
へ
何
を
も
た
ら
す
の
か
」
と
経
営
者

が
問
う
の
は
民
間
企
業
で
あ
れ
ば
自
然
な
発
想
で
あ
る
。
一
方
で
、

学
び
を
志
す
社
員
は
、
経
営
者
か
ら
の
問
い
に
ど
う
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
結
果
的
に
組
織
貢
献
に
繋
げ
る
努
力
意
欲
は
あ

ろ
う
が
、最
初
か
ら
そ
れ
を
鮮
明
に
示
す
こ
と
は
、た
い
て
い
の
場

合
難
し
い
。
会
社
に
対
す
る
貢
献
だ
け
を
学
び
の
目
的
に
し
て
い

る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
自
己
研
鑽
と
い
う
意
識
が
高
い
か
ら
で

あ
る
。
会
社
員
の
場
合
は
、
こ
う
し
た
噛
み
合
わ
せ
の
違
い
が
出

て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
想
像
さ
れ
る
。
加
え
て
、企
業
は
人
件
費

を
い
か
に
抑
え
る
か
と
い
う
厳
し
い
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。
社

員
が
希
望
し
て
も
、
長
い
目
で
見
守
ろ
う
な
ど
と
い
う
寛
容
な
状
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況
で
は
な
い
と
い
う
の
が
経
営
幹
部
の
本
音
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

潜
在
的
志
望
者
は
増
加
し
て
い
る

　

だ
が
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
私
見
で
あ
る
が
、
大
学
で
学
び
直

し
た
い
と
潜
在
的
に
思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

か
。
い
や
、
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
思
う
。

　

私
自
身
の
経
験
だ
が
、
30
代
半
ば
の
男
女
複
数
か
ら
そ
う
い
っ

た
主
旨
の
話
を
さ
れ
て
驚
い
た
の
で
あ
る
。「
経
済
的
理
由
で
大
学

に
は
行
け
な
か
っ
た
。
現
在
の
仕
事
で
関
わ
っ
て
い
る
′
街
づ
く

り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ  ′

に
つ
い
て
、
機
会
を
得
ら
れ
る
な
ら
大
学

で
き
ち
ん
と
学
び
た
い
」
で
あ
る
と
か
、「
民
間
の
防
災
計
画
立
案

者
の
話
に
興
味
が
湧
き
、
自
分
も
そ
う
な
り
た
い
。
い
ず
れ
現
実

的
な
諸
条
件
が
折
り
合
え
ば
、
大
学
再
入
学
に
挑
戦
し
た
い
」
な

ど
、
私
が
大
学
院
へ
入
学
す
る
と
聞
い
た
彼
ら
が
こ
っ
そ
り
語
っ

て
く
れ
た
の
だ
。
ま
だ
芽
吹
き
の
段
階
の
も
の
も
含
め
、
多
彩
な

志
に
感
心
し
た
。「
現
実
的
な
諸
条
件
」
と
は
、
家
族
の
理
解
な
ど

の
家
庭
事
情
、
所
属
す
る
会
社
の
対
応
、
大
学
側
の
前
述
の
条
件

な
ど
を
指
し
、
い
ず
れ
も
今
の
状
況
で
は
無
理
だ
と
い
う
。
彼
ら

の
せ
っ
か
く
の
熱
意
が
削
が
れ
な
い
う
ち
に
、
道
が
開
か
れ
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
潜
在
的
志
望
者
が
増
加
し
て
い
る
と
感
じ
る
理
由
は
他

に
も
あ
る
。
現
代
の
社
会
的
環
境
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
仕

事
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
、
情
報
も
速
度
を
増
し

て
飛
び
交
っ
て
い
る
。
会
社
員
な
ら
、
現
在
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
象
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
次
の
手
を
打
た
ね
ば
な
ら

な
い
と
、
日
々
追
わ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
深
く
考
え
を
巡

ら
し
た
り
議
論
す
る
時
間
は
な
か
な
か
持
て
な
い
。
そ
の
よ
う
な

環
境
の
中
で
、
こ
こ
数
年
、
大
人
に
向
け
た
学
習
本
の
売
れ
行
き

が
急
伸
し
て
い
る
と
い
う
。
手
軽
な
価
格
で
、
こ
れ
ま
で
少
し
存

在
の
遠
か
っ
た
歴
史
、哲
学
、思
想
、科
学
な
ど
の
本
を
手
に
す
る

人
は
多
い
。
昨
今
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
書
籍
の

タ
イ
ト
ル
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
知
に
対
す
る
欲
求
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

時
を
経
て
の
学
生
生
活

　

数
十
年
前
の
大
学
生
活
に
比
べ
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
現
在
の
学

習
意
欲
の
方
が
格
段
に
高
い
。
ラ
ジ
オ
局
の
報
道
部
門
に
在
籍
し

て
い
た
私
は
、
そ
の
延
長
線
上
で
改
め
て
学
び
直
し
た
い
と
志
望

し
、
機
を
得
て
、
上
智
大
学
大
学
院
の
新
聞
学
専
攻
に
入
学
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
仕
事
上
で
ま
と
っ
た
鎧
を
脱
ぎ
、
経
験
値
と
い

う
箱
を
い
っ
た
ん
し
ま
い
込
ん
で
、
錆
び
つ
い
た
脳
を
日
々
活
性

化
し
な
が
ら
純
粋
に
研
究
の
た
め
に
机
に
向
か
う
喜
び
は
大
き
い
。

622015.7　大学時報



そ
れ
も
、
学
べ
る
時
間
が
い
か
に
貴
重
か
を
時
を
経
て
十
分
理
解

し
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
教
授
や
学
生
仲
間
と
議
論
す
る

時
間
も
、
大
変
刺
激
的
だ
。「
求
め
れ
ば
そ
こ
に
あ
る
知
」
の
種

を
、
在
学
中
の
決
し
て
長
く
は
な
い
時
間
で
ど
う
探
し
て
育
て
る

か
。
し
ば
ら
く
そ
こ
に
集
中
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
書
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得

た
の
で
、
一
つ
個
人
的
な
気
づ
き
も
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
は
、
大
学
側
が
社
会
人
枠
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る

の
か
、
少
し
見
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
個
人
は
、
大
学
と
い
う
場
所
は
そ
も
そ
も
高
校
を
卒
業
し
た
学

生
が
学
び
、
先
生
方
の
知
見
を
得
て
見
識
を
広
げ
る
場
で
あ
り
、

そ
の
中
で
社
会
人
枠
と
い
う
の
は
特
別
な
事
情
や
目
的
で
志
望
し

て
い
る
人
を
受
け
入
れ
る
小
さ
な
枠
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
で
い

た
。
し
か
し
、
入
学
し
て
み
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

研
究
の
機
会
と
場
が
多
い
こ
と
を
知
っ
た
。
構
内
を
歩
け
ば
、
当

初
想
像
し
て
い
た
以
上
に
社
会
人
学
生
に
遭
遇
す
る
機
会
が
多
く
、

緩
や
か
な
輪
も
で
き
始
め
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
な
時
代
の
環

境
の
変
化
に
よ
り
、
社
会
人
の
枠
を
設
定
し
て
い
る
大
学
が
増
え

て
い
る
の
は
、
社
会
人
に
と
っ
て
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
に
違
い

は
な
い
。
し
か
し
社
会
的
な
認
知
の
度
合
い
は
決
し
て
高
く
は
な

い
の
で
あ
る
。

　

小
さ
な
提
案
で
は
あ
る
が
、
今
後
社
会
人
の
枠
組
み
を
描
か
れ

る
機
会
が
あ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
現
状
リ
サ
ー
チ
と
い
う
意
味
で
も

現
在
修
学
し
て
い
る
社
会
人
学
生
へ
声
を
か
け
て
意
見
を
聞
く
の

も
一
考
か
も
し
れ
な
い
。
多
様
な
事
情
を
背
負
っ
て
の
入
学
で
あ

ろ
う
が
、
学
び
の
舎
で
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
研
究
に
向
か
う
社
会
人

学
生
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
の
知
恵
は
何
か
の
手
が
か
り
に
な
る
に

違
い
な
い
。�
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